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南北自由通路・新駅舎が使用開始に
■竜王駅の南北自由通路と新駅舎が３月
24日使用開始となりました。駅の南北を
つなぐ「南北自由通路」は、側面がガラス
面で覆われていますので、周囲の山々の
自然豊かな景色を望むことができます。
また、南北自由通路は、24時間使用でき
ますので地域のみなさんをはじめ、多く
の方々に身近な通路として、ご利用いた
だけることと思います。
■新駅舎の改札口東側の通路横スペース
には、プラズマディスプレイを設置。
甲斐市を訪れた方や通勤通学のみなさん
に、市の観光情報や行政情報などを映像
によりお知らせしています。

南北自由通路スポット情報
■南北自由通路の下を線路が直角に通っ
ているため、通路の線路上に立って見下
ろす走行列車は、自分に迫ってくる感覚
で、今までに体験したことのない迫力あ
る列車の走行を見ることができますよ。

表紙の写真は、３月５日完成間近な竜王
駅を東北側から撮影したものです。
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地
方
分
権
の
時
代
に
対
応
し
た
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立

す
る
た
め
、引
き
続
き
、徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

歳
出
の
見
直
し
に
よ
る
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、歳
入
面
で
も
自
主

財
源
の
積
極
的
な
確
保
策
を
講
じ
る
な
ど
、効
率
的
で
持
続
可
能
な

財
政
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

 

平
成
20
年
度
当
初
予
算
は
、こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、甲
斐
市
総

合
計
画
の
推
進
、甲
斐
市
行
政
改
革
大
綱
の
実
効
性
を
図
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、市
財
政
の
健
全
性
を
堅
持
し
な
が
ら
行
政
水
準
の
向
上

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
成
を
し
ま
し
た
。

 
甲
斐
市
と
し
て
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、市
民
の
目
線
に
立
っ
た
財

政
の
健
全
化
に
留
意
し
つ
つ
、「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快
適
都
市
」

の
推
進
に
向
け
、総
合
計
画
に
基
づ
く
基
本
政
策
を
推
進
し
ま
す
。

 
平
成
20
年
度
各
会
計
予
算
が
、３
月

定
例
市
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
に
先
立
ち
、藤
巻
義
麿
市
長
が

概
要
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
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■
竜
王
駅
周
辺
整
備

 

市
の
拠
点
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
竜

王
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、第
１
期
の
南

北
自
由
通
路
、橋
上
駅
舎
が
完
成
し
、３

月
24
日
か
ら
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

南
北
自
由
通
路
の
適
正
な
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、第
２
期
と
し

て
南
北
駅
前
広
場
、周
辺
道
路
の
整
備

を
進
め
、市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
利

便
性
、安
全
性
の
高
い
交
通
環
境
整
備

を
進
め
、あ
わ
せ
て
市
街
地
の
活
性
化
の

推
進
に
向
け
、調
査
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
双
葉
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

 

今
年
１
月
に
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
の
運
用

に
向
け
た
整
備
計
画
が
国
土
交
通
省
か

ら
認
可
さ
れ
、連
結
許
可
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。平
成
17
年
４
月
の
社
会
実

験
開
始
時
か
ら
の
念
願
で
あ
り
、全
国

各
地
と
の「
人
」や「
物
」の
交
流
が
拡
大

す
る
こ
と
で
、地
域
・
観
光
産
業
の
発
展

や
企
業
誘
致
な
ど
、市
に
新
た
な
可
能

性
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

今
後
は
、フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
化
の

早
期
実
現
に
向
け
て
、ア
ク
セ
ス
道
路「
開

発
１
号
線
」や
イ
ン
タ
ー
接
続
道
路
の
整

備
な
ど
、利
用
者
の
利
便
性
向
上
と
交

通
安
全
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

■
塩
崎
駅
周
辺
整
備

 

こ
れ
ま
で
に
計
画
案
の
素
案
を
整
備

構
想
検
討
委
員
会
に
諮
り
、今
後
、地
域

等
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。あ
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
の
協
議
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、測
量
、

地
質
調
査
な
ど
事
業
を
進
め
ま
す
。

■（
仮
称
）志
麻
の
里
防
災
公
園

 

敷
島
総
合
文
化
会
館
南
側
に
、芝
生

広
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、遊
具
な
ど
の
施

設
と
と
も
に
、災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
の
機
能
を
併
せ
持
つ（
仮
称
）志
麻

の
里
防
災
公
園
の
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、用
地
取
得
、造
成
工
事
、周
辺
道
路

整
備
等
を
実
施
し
ま
す
。

■
道
路
網
の
整
備

　
地
域
の
利
便
性
を
図
る
生
活
道
路
の

整
備
と
し
て
市
道
の
新
設
、改
良
や
維
持

管
理
、ま
た
、市
内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る「
上
の
段
南
原
線
」、「
大
垈

大
久
保
線
」な
ど
の
幹
線
道
路
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

■
河
川
改
修
事
業

 

河
川
、水
路
等
の
改
良
、改
修
を
進
め

ま
す
。

■
公
共
交
通
機
関
等
の
整
備

 

地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
、こ

れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
実
績

の
検
証
、必
要
性
の
検
討
と
と
も
に
、平

成
20
年
度
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
市
内

に
お
け
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
と
な
る

「
甲
斐
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
」を
策
定
し
ま
す
。

     

■
教
育
内
容
の
充
実

 

学
校
教
育
基
本
法
に
基
づ
き
、今
年

の
４
月
か
ら
市
内
小
中
学
校
16
校
に
お

い
て
、学
校
評
価
を
実
施
し
ま
す
。教
育

活
動
等
の
成
果
を
検
証
し
、そ
の
結
果
に

基
づ
い
た
学
校
運
営
の
改
善
を
図
り
、特

色
の
あ
る
よ
り
良
い
学
校
運
営
に
努
め

ま
す
。

■
学
校
施
設
の
整
備

 

竜
王
西
小
学
校
に
引
き
続
き
、双
葉

東
小
学
校
の
拡
張
整
備
に
伴
う
校
庭
の

芝
生
化
お
よ
び
散
水
施
設
等
設
置
工
事
、

ま
た
、地
震
な
ど
災
害
発
生
時
の
児
童

生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、竜
王

北
小
学
校
南
棟
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事

を
は
じ
め
、玉
幡
小
学
校
、竜
王
中
学
校

の
校
舎
耐
震
補
強
の
設
計
委
託
、ま
た
、

地
域
住
民
の
避
難
施
設
と
も
な
る
学
校

体
育
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、竜
王
小
学
校
、

竜
王
北
小
学
校
、敷
島
北
小
学
校
の
耐

震
診
断
と
耐
震
補
強
設
計
委
託
を
実
施

し
ま
す
。

 

さ
ら
に
、安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
を

提
供
す
る
た
め
、竜
王
小
学
校
の
給
食

調
理
施
設
の
耐
震
化
と
併
せ
、清
潔
で

衛
生
的
な
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
化
を
図
り

ま
す
。

■
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

 

情
報
化
、国
際
化
の
進
展
、余
暇
時
間

の
増
加
と
と
も
に
市
民
の
生
涯
学
習
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
欲
や
期
待

は
非
常
に
高
ま
る
中
、い
つ
で
も
、ど
こ
で

も
、誰
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地

域
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
公
民
館
、ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
公
民
館

 

老
朽
化
が
進
む
北
部
公
民
館
に
つ
い

て
は
、庁
舎
増
築
と
あ
わ
せ
た
整
備
の
検
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平成20年度施政方針

討
を
進
め
ま
す
。

■
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

 
平
成
20
年
４
月
か
ら
３
年
間
、財
団

法
人
や
ま
な
し
文
化
学
習
協
会
に
指
定

管
理
委
託
を
行
い
ま
す
。民
間
事
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ
り
、経
費
削
減
と

多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
文

化
・
芸
術
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

■
市
立
図
書
館

 

三
館
に
お
い
て
様
々
な
図
書
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、充
実
し
た
図
書
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、市
民
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、引
き
続
き
図
書

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実

 

市
民
の
健
康
維
持
と
体
力
向
上
、ま
た
、

災
害
時
に
は
指
定
避
難
場
所
と
な
っ
て

い
る
双
葉
体
育
館
の
耐
震
診
断
を
実
施

し
、あ
わ
せ
て
耐
震
・
改
修
の
設
計
委
託

を
実
施
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

 

市
民
が
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
各
種
教
室
・
講
座
を
は
じ

め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
機
会
の
拡

充
、ま
た
市
内
外
の
多
く
の
方
々
が
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、甲
斐

梅
の
里
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
国
際
交
流
の
推
進

 

平
成
20
年
度
は
、キ
オ
カ
ッ
ク
市
お
よ

び
タ
ラ
マ
ラ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
中
学
生
を

派
遣
し
、さ
ら
に
友
好
交
流
を
深
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

    

■
福
祉
施
策
の
充
実

 

少
子
高
齢
化
社
会
が
一
層
進
む
中
で
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、喜
び
を
感
じ

な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
少
子
化
対
策
を
は
じ
め
、高
齢
者
や

障
害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、健

康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
各
種
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、積

極
的
な
事
業
展
開
を
進
め
ま
す
。

 

さ
ら
に
、乳
幼
児
医
療
費
お
よ
び
、ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
、重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
20
年

４
月
か
ら
窓
口
完
全
無
料
化
に
よ
る
医

療
費
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

 

子
育
て
支
援
の
充
実
で
は
、竜
王
小

学
校
の
児
童
館
建
設
に
つ
き
ま
し
て
、今

後
、平
成
22
年
の
開
館
に
向
け
て
用
地

取
得
、建
設
等
を
進
め
ま
す
。

 

ま
た
、子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

と
し
て
、平
成
20
年
４
月
か
ら
学
童
保

育
の
利
用
時
間
を
１
時
間
延
長
し
、午

後
７
時
ま
で
と
す
る
と
と
も
に
土
曜
日

も
開
設
し
、放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

 

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、延
長
保
育
や

一
時
保
育
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、耐
震
調
査

等
の
保
育
施
設
の
整
備
充
実
を
進
め
る

ほ
か
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
広
場
、子
育
て
教
室
な
ど
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、い
つ
ま
で

も
自
分
ら
し
く
、健
康
で
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
と
も
に
、生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

 

ま
た
、介
護
予
防
に
係
る
事
業
を
一
体

的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
が

で
き
る
限
り
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
介
護
予
防
や
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

 
障
害
者
福
祉
で
は
、家
族
を
含
め
障

害
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、「
障
害
者
自

立
支
援
法
」に
基
づ
く
各
種
自
立
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、就
業
や
社
会
参
加
の

促
進
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

母
子
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、各
種
支

援
制
度
に
よ
り
家
庭
生
活
の
安
定
と
就

業
、自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

ま
た
、ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
子
育
て

と
就
業
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
環
境
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

■
保
健
医
療
施
策
の
充
実

 

市
民
が
日
々
の
生
活
を
健
康
に
送
れ

る
よ
う
、生
活
習
慣
病
等
の
早
期
発
見
の

た
め
健
康
診
査
の
受
診
機
会
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
、
40
歳
以
上
の
料
金
を

無
料
に
し
ま
す
。ま
た
、感
染
症
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
、集
団
接
種
や
個

別
予
防
接
種
の
接
種
率
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

 

救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、休
日
お
よ
び

夜
間
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制
の
整
備

を
図
る
た
め
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

体
制
の
整
備
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

 

そ
の
ほ
か
、玉
幡
公
園
総
合
屋
内
プ
ー

ル
に
お
い
て
、昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
甲
斐
的（
快
適
）健
康
ラ
イ
フ
実
現
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、市
内
の
健
康
増
進
施
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住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で

築
く
ま
ち
づ
く
り

住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で

築
く
ま
ち
づ
く
り

安
全
で
快
適
に

安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
で
快
適
に

安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

活
気
に
あ
ふ
れ
る

活
気
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

活
気
に
あ
ふ
れ
る

活
気
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

活
気
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

設
を
利
用
し
た
事
業
の
実
施
に
よ
り
、市

民
の
健
康
維
持
・
増
進
が
図
ら
れ
、医
療

費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

     

■
農
業
の
振
興

 

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進
む
農
業

者
へ
の
自
立
育
成
を
支
援
し
、活
力
あ
る

地
域
農
業
の
推
進
と
と
も
に
、観
光
や

商
業
と
連
携
し
た
特
産
品
開
発
や
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。

 

ま
た
、優
良
な
農
地
や
水
な
ど
の
資

源
を
保
全
す
る
た
め
、地
域
が
共
同
で
活

動
を
行
う
環
境
保
全
向
上
対
策
や
農
業

用
道
水
路
の
改
修
を
引
き
続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、茅
ヶ
岳
東
部
広
域
農
道
整

備
に
伴
う
県
営
事
業
負
担
金
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

■
観
光
資
源
の
整
備

 

第
１
期
の
竜

王
駅
周
辺
整

備
事
業
の
完
成

に
よ
り
、
観
光

客
な
ど
が
本
市

を
訪
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、こ

れ
を
大
き
な
チ

ャ
ン
ス
と
捉
え
、

商
工
会
や
民
間

な
ど
の
関
係
機

関
と
共
同
で
、市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
る
ル
ー
ト
の
設
定
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

 

ま
た
、総
合
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」研
究
会
に
お
い
て
、祭
、イ
ベ
ン
ト
、

特
産
品
、歴
史
等
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
資
源

の
発
掘
、研
究
、調
査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

 

神
明
温
泉
志
麻
の
湯
、百
楽
泉
、釜
無

川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
３
温
泉

施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
20
年
４
月

か
ら
３
年
間
、山
梨
交
通
株
式
会
社
へ
指

定
管
理
委
託
を
行
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

昨
年
度
、甲
斐
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
し
、市
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た「
甲
斐
市
わ
く
わ

く
フ
ェ
ス
タ
」等
を
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
商
工
業
の
振
興

 

小
口
資
金
融
資
制
度
の
活
用
促
進
を

図
り
、地
域
産
業
の
担
い
手
で
あ
る
中
小

企
業
へ
の
資
金
供
給
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、勤
労
者
の
生
活
安
定
資
金
貸
付

事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

    

　
■
緑
化
の
推
進

 

市
民
に
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
を
提

供
す
る
た
め
玉
幡
公
園
を
は
じ
め
と
す

る
都
市
公
園
等
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
い
ま
す
。

 

ま
た
、市
民
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、

幹
線
道
路
沿
い
、公
共
施
設
、企
業
事
業

所
な
ど
へ
の
生
け
垣
や
花
壇
づ
く
り
を

進
め
、花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

■
上
・
下
水
道
の
整
備

 

ま
ず
、上
水
道
事
業
で
は
、市
水
道
事

業
の
将
来
の
方
向
性
を
示
し
た「
市
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

基
本
理
念
に「
か
け
が
え
の
な
い
安
全
で

お
い
し
い
水
を
い
つ
ま
で
も
」を
掲
げ
、自

然
災
害
に
備
え
た
危
機
管
理
体
制
の
強

化
、水
道
施
設
の
計
画
的
な
整
備
な
ど
、

安
全
で
安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め

ま
す
。ま
た
、主
要
課
題
の
一
つ
に「
水
道

料
金
の
統
一
化
と
適
正
な
水
道
料
金
の

設
定
」が
あ
り
、こ
れ
ま
で
、異
な
っ
て
い

た
竜
王
地
区
、双
葉
地
区
の
料
金
統
一
を

行
い
ま
す
。

 

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、引
き
続

き
、給
水
施
設
の
維
持
管
理
を
図
り
ま
す
。

 

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、流
域
の
水

質
保
全
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
環
境
へ
の
取
組
み

 

豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
は
、私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
使
命
で

あ
り
ま
す
。地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、資

源
の
循
環
型
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た

め
に
、環
境
講
座
の
開
催
や
広
報
誌
等

を
通
じ
て
の
啓
発
に
よ
り
、環
境
問
題
に

対
す
る
市
民
の
関
心
、取
り
組
み
へ
の
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、現
在
、策
定
を

進
め
て
い
ま
す「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
」に
基
づ
き
、ご
み
の
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

■
消
防
・
防
災
の
充
実

 

常
備
消
防
事
業
と
し
て
、消
防
事
業

お
よ
び
救
急
業
務
等
の
運
営
経
費
と
し

て
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
お
よ

び
峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、地
域
に
お
け
る
災
害
発
生
時
の

対
応
と
消
防
力
の
充
実
強
化
を
目
指
し
、

拠
点
と
な
る
ポ
ン
プ
小
屋
、車
両
の
購
入

の
ほ
か
防
災
資
機
材
や
備
蓄
品
の
整
備

充
実
を
図
る
ほ
か
、各
機
関
と
の
災
害

協
定
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
活
動
へ
の

支
援
・
強
化
に
よ
り
、地
域
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
地
域
防
災
体
制
の
構
築
に

努
め
ま
す
。

■
防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

 

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、犯
罪
抑

止
を
推
進
す
る
た
め
、防
犯
灯
の
設
置
、

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
車
に
よ
り
、
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平
成
20
年
度
各
会
計
の
予
算
額
等

に
つ
い
て
は
、広
報
誌
５
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

公的資金補償金免除繰上償還等が承認されました
行政の簡素化等に関する計画を推進します

■問い合わせは…　
　財政課（竜王庁舎２階）　　　０５５（２７８）１６７５
　下水道課（竜王庁舎２階）　　０５５（２７８）１６７０
　水道局業務課　　　　　　　０５５（２７６）０７３３

1
1
1

　総務省および財務省では、平成19年度から公債費負
担軽減対策として「公的資金補償金免除繰上償還等」を
実施しています。
 各自治体における利率５％以上の公的資金地方債につ
いて利子等の免除による繰上償還、借換を可能とする制
度で地方債残高の削減などに資することになります。
 市では、この制度を活用するため、普通会計、下水道
事業特別会計、水道事業会計において行政の簡素化等に
関する計画を提出し、総務省および財務省の承認を得ま
した。今後、計画の実効性の確保に努めます。
 
 　
 

行政の簡素化等に関する計画概要
 
●職員数の削減
・平成17年４月１日時点の職員数を３９人削減し、平成22
　年４月１日には４５０人とします。

●普通会計
・繰上償還等により実質公債費比率の抑制に努めます。
・特別会計への基準外繰出しの抑制に努めます。
・指定管理者導入など、行政改革大綱の実効性に努めます。
 
●下水道事業特別会計
・平成20年度から整備計画を見直します。
・水洗化率（接続率）の向上を目指し取り組んでいきます。
・下水道使用料単価を統一します。
・下水道使用料収納率の向上に努めます。
 
●水道事業会計
・窓口受付・検針・収納等水道料金収納に関する業務の包括的な委
　託を行います。
・甲斐市水道事業が運営する、竜王上水道と双葉上水道の料金体系
　の統一を目指します。
・水道施設管理業務の民間への業務委託を進めます。
・民間委託に伴う職員数の減少に伴い人件費の削減に努めます。

甲斐市の公的資金補償金免除繰上償還等の対象額等

普通会計

下水道事業特別会計

水道事業会計

1,001,351千円

1,124,800千円

418,337千円

繰上償還

借換

繰上償還・借換

会計区分 対象額 償還等の内容

平成20年度施政方針

住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で

住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で

築
く
ま
ち
づ
く
り

築
く
ま
ち
づ
く
り

住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で

住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で

築
く
ま
ち
づ
く
り

築
く
ま
ち
づ
く
り

住
み
よ
さ
を
み
ん
な
で

築
く
ま
ち
づ
く
り

安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

小
学
校
の
下

校
時
間
を
含

む
地
域
パ
ト
ロ

ー
ル
を
引
き

続
き
実
施
す

る
と
と
も
に
、

地
域
の
防
災

活
動
や
自
主

防
犯
組
織
へ
の

支
援
・
強
化
に

よ
り
防
犯
体

制
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

 

ま
た
、関
係

機
関
や
市
民

の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

の
交
通
安
全
施
設
の
設
置
・
点
検
な
ど

を
行
い
、交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 

警
察
署
の
再
編
に
つ
い
て
は
、甲
斐
警

察
署
の
早
期
設
置
に
つ
い
て
、皆
様
と
と

も
に
引
き
続
き
、関
係
機
関
に
強
く
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

   
 ■

身
近
な
自
治
の
振
興

 

自
治
振
興
事
業
お
よ
び
地
域
集
会
施

設
設
置
改
修
事
業
に
係
る
補
助
金
な
ど

の
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
事
業
の
推
進

 

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、男

女
共
同
参
画
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、

意
識
を
広
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
市
民

へ
の
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、女
性
団

体
の
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
行
政
改
革
の
推
進

 

行
政
が
実
施
す
る
施
策
、事
務
事
業

に
つ
い
て
、そ
の
目
的
を
明
確
に
し
な
が

ら
、成
果
や
達
成
状
況
を
評
価
す
る
行

政
評
価
を
導
入
し
ま
す
。市
民
の
視
点

に
立
っ
た
行
政
評
価
を
行
い
、そ
の
結
果

を
今
後
の
総
合
計
画
の
策
定
、予
算
編
成
、

事
務
事
業
の
見
直
し
に
活
用
す
る
こ
と

で
、効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
運
営
を
進

め
ま
す
。

■
庁
舎
増
築
事
業

 
庁
舎
増
築
事
業
等
検
討
委
員
会
か
ら

報
告
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
今
後
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、ま
た
、
市

民
が
利
用
し
や

す
い
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
各
庁
舎

の
設
計
を
は
じ

め
と
す
る
具
体

的
な
整
備
を
進

め
ま
す
。

  

活
気
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

活
気
に
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
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甲
斐
市
役
所
の

庁
舎
整
備
を
推
進
し
ま
す

甲
斐
市
役
所
の

庁
舎
整
備
を
推
進
し
ま
す

消防団が各種表彰消防団が各種表彰消防団が各種表彰

甲斐ヒューマンプラン甲斐ヒューマンプラン
推進委員会委員を推進委員会委員を
募集します募集します

甲斐ヒューマンプラン
推進委員会委員を
募集します

パブリックコメントをパブリックコメントを
募集します募集します

パブリックコメントをパブリックコメントを
募集します募集します

パブリックコメントをパブリックコメントを
募集します募集します

パブリックコメントを
募集します

～あなたの意見をきかせてください～

（仮称）志麻の里防災公園の整備について

概　　要

案　件

そ の 他

詳 細 の
閲覧方法

募集期間

　「潤いのある水と緑に囲まれたまちづくり」実
現のため、市民の誰もが憩いやレクリエーショ
ンの場として親しまれる公園を整備する事業です。
 また、災害時には、一次避難場所としての機
能のほか、周辺公共施設を含めた、非常時の拠
点エリアの一部機能を担う公園として位置づけ
ます。
 施設の整備内容は、芝生広場7,800㎡（広さ）、
テニスコート４面（人工芝）、多目的コート１
面（人工芝）、遊具広場、花壇、トイレ、防災
倉庫、周回園路などを整備する予定です。

４月14日（月）～５月16日（金）

市ホームページ、都市計画課（竜王庁舎）、
敷島・双葉支所各地域課

ご意見・情報の提出方法は、次のとおりです。
①電子メール　toshi-keikaku@city.kai.lg.jp 
②FAX　055（276）7214
③郵便　〒400-0192　甲斐市篠原2610
　　　　甲斐市　都市建設部　都市計画課 
④持参：提出先　都市計画課（竜王庁舎２階）
 　　　　　　　　
 　　　　　　　　

都市計画課　計画担当　　　　　　　　　
1055（278）1669　　6055（276）7214

・市内に住所を有する人      
・市内に事務所または事業所を有する人および法
　人その他の団体      
・市内の事務所または事業所に勤務している人      
・市内の学校に在学している人      
・本案件により直接的な利害関係を有すると認め
　られる人      

・お寄せいただいたご意見・情報に対する個別回
　答はいたしませんのでご了承ください。      
・記載していただいた個人情報は、提出内容を確
　認する場合に利用します。また、個人情報は甲
　斐市個人情報保護条例に基づき厳重に 保護・
　管理されます。      
・ご意見、情報の概要を公表する際は、個人情報
　は公開しません。      　

問い合わ
せ先

ご意見、
情報を提
出できる
人

意見・情
報の提出
方法

 ３月7日に日本武道館で開催された、自治体消防
制度60周年記念式典において、甲斐市消防団は永
年の功労が認められ、（財）日本消防協会会長表彰
竿頭綬を受章しました。
 また、秋山博人団長と大沢正彦副団長が永年の
功績が認められ、栄誉ある次の表彰を受章されました。

 個人表彰　秋山博人 団長
 　　　　　消防庁長官定例表彰功労章
 　　　　　（財）日本消防協会会長表彰勤続章
 　　　　　大沢正彦 副団長
 　　　　　（財）日本消防協会会長表彰精績章

敷島支所地域課（敷島庁舎２階）
双葉支所地域課（双葉庁舎２階）

 市では、「甲斐ヒュー
マンプラン」を効果的
かつ計画的に推進す
るため、甲斐ヒューマ
ンプラン推進委員を募
集します。
 男女共同参画に興味のある人、地域への推進活動
に積極的に参加していただける人の応募をお待ちして
います。
 
対　　象　市内在住または在勤で、男女共同参画の
　　　　　推進活動に意欲のある人
任　　期　２年間（平成20年度～平成21年度）
活動内容　男女共同参画推進事業の企画・運営
 　　　　　・各地区での啓発活動
 　　　　　・講演会等の開催
 　　　　　・研修会、学習会への参加　など
募集人数　８人
 　　　　※応募者が定員を超えた場合は、書類選
　　　　　考により決定します。
応募方法　履歴書および「私の考える男女共同参画」
　　　　　をテーマとする作文（８００字程度）を作成し、
　　　　　郵送または持参してください。
応募期限　４月25日（金）（必着）
郵送宛先　〒400-0192　甲斐市篠原2610　　　　
　　　　　甲斐市役所　企画課　宛

■問い合わせは･･･
　企画課（竜王庁舎２階）　　1０５５（２７８）１６６２
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委 員 長  天野　七郎 自治会連合会会長（地域住民代表）

副委員長 窪田　拓雄 地域審議会敷島地区副会長（識見者）

委　　員 今村　正城 議長（市議会）

委　　員 名取　國士 副議長（市議会）

委　　員 森田　　稔 総務教育常任委員会委員長（市議会）

委　　員 藤原　正夫 総務教育常任委員会副委員長（市議会）

委　　員 篠原　　茂 地域審議会竜王地区副会長（識見者）

委　　員 大澤 東洋男 地域審議会双葉地区副会長（識見者）

委　　員 横山　英麿 自治会連合会副会長（地域住民代表）

委　　員 小林　正博 自治会連合会副会長（地域住民代表）

委　　員 長田　正興 農業委員会会長（関係団体代表）

委　　員 加藤　京子 甲斐ヒューマンプラン推進委員会委員長（関係団体代表）

委　　員 丸山　律子 公民館運営審議会代表（関係団体代表）

委　　員 笠井　昭二 北部公民館利用団体協議会会長（関係団体代表）

委　　員 望月　昌子 女性団体連絡協議会会長（関係団体代表）

委　　員 小林　教夫 障害者福祉会会長（関係団体代表）

甲斐市庁舎増築事業等検討委員名簿（敬称略）
区　分 氏 名 備 考

甲
斐
市
役
所
の

甲
斐
市
役
所
の

庁
舎
整
備
を
推
進
し
ま
す

庁
舎
整
備
を
推
進
し
ま
す

甲
斐
市
役
所
の

甲
斐
市
役
所
の

庁
舎
整
備
を
推
進
し
ま
す

庁
舎
整
備
を
推
進
し
ま
す

甲
斐
市
役
所
の

庁
舎
整
備
を
推
進
し
ま
す

　
甲
斐
市
の
市
役
所
（
庁
舎
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
審
議
会
に

設
置
し
た
、
議
会
や
市
民
の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る
専
門
部
会
に
お
い
て
方
向

性
が
示
さ
れ
、
さ
ら
な
る
調
査
検
討
を
進
め
る
な
か
、
議
会
を
は
じ
め
地
域
審

議
会
、
自
治
会
等
に
一
連
の
経
緯
経
過
等
の
説
明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
方
向
性
を
ふ
ま
え
、
昨
年
８
月
に
は

「
庁
舎
増
築
事
業
等
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
現
在
、
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
２
月
に
は
、
検
討
委
員
会
か
ら
市

長
へ
「
庁
舎
増
築
整
備
等
に
係
る
検
討
書
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
検
討
委
員

会
開
催
と
併
せ
て
、
庁
舎
の
増
築
事
業
等
に

伴
う
基
本
設
計
を
行
う
業
者
も
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
検
討
委
員
会
は
、
今
後
も
定
期
的
に
開
催

し
、
会
議
の
様
子
を
一
般
の
み
な
さ
ん
に
も

公
開
す
る
な
か
で
、
整
備
計
画
の
作
成
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
検
討
委
員
会
で
は
、

出
さ
れ
た
意
見
や
提
案
等
を
と
り
ま
と
め
て

市
長
に
報
告
し
、
事
業
に
反
映
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
竜
王
庁
舎

の
増
築
、
敷
島
庁
舎
の
新
設
お
よ
び
双
葉
庁

舎
の
改
修
等
約
30
億
円
を
予
定
し
て
お
り
、

合
併
特
例
債
と
庁
舎
整
備
の
た
め
に
積
み
立

て
て
い
る
建
設
基
金
を
財
源
に
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
〈
基
本
的
な
方
向
性
〉

基
本
設
計
に
着
手

　
　
・
竜
王
庁
舎
は
、
竜
王
北
部
公
民
館
機
能
を
併
せ
た
庁
舎
を
増
築
す
る
こ
と

　
　
・
敷
島
庁
舎
は
、
敷
島
総
合
文
化
会
館
周
辺
に
新
設
す
る
こ
と

　
　
・
双
葉
庁
舎
は
、
耐
震
化
を
進
め
な
が
ら
改
修
を
行
う
こ
と

検
討
書
の
報
告
項
目

・
増
築
庁
舎
の
規
模
、
総
合
窓
口
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

　
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
お
よ
び
駐
車
場
等
に
つ
い
て

・
竜
王
北
部
公
民
館
も
含
め
た
各
庁
舎
の
機
能
等
に
つ

　
い
て
な
ど

※
報
告
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

住みよさをみんなで築くまちづくり

庁舎
整備News

消防団が各種表彰

甲斐ヒューマンプラン
推進委員会委員を
募集します

パブリックコメントを
募集します

パブリックコメントを
募集します

パブリックコメントを
募集します

庁
舎
増
築
事
業
等
検
討
委
員
会

　
会
議
の
状
況
を
一
般
の
み
な
さ
ん
に
も
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
た
め
、広
く
み
な
さ

ん
に
公
開
し
ま
す
。（
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　
○
開
催
日
時
　
４
月
11
日（
金
）午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
４
月
23
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜

　
○
開
催
場
所
　
竜
王
庁
舎
３
階
大
会
議
室

　
○
注
意
事
項
　
傍
聴
受
付
簿
に
住
所
、氏
名
お
よ
び
年
齢
を
記
載
し
、「
傍
聴
に

　
　
　
　
　
　
　
関
し
て
の
注
意
事
項
」を
確
認
の
う
え
傍
聴
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
総
務
課（
竜
王
庁
舎
３
階
）　
1
０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
１

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
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OPEN ３周年記念

利用者増加謝恩イベント

後期高齢者医療制度が始まります後期高齢者医療制度が始まります

水道料金等水道料金等の検針収納業務検針収納業務を民間委託します民間委託します

●委託先　東京都板橋区板橋2－62－8　フジ地中情報株式会社　東京支店

●委託業務内容 ・水道の使用開始や使用中止届等の受け付け業務 ・水道料金および下水道使用料の収納業務
 ・水道メーターの検針業務 ・水道の使用開始、中止に伴う現地での開閉栓業務
 ・納入通知書の作成発送業務 ・未納水道料金等の督促関係業務

■問い合わせは…水道局業務課　　055（276）0733

水道料金等水道料金等の検針収納業務検針収納業務を民間委託します民間委託します

　みなさんからのよくある質問にお答えします。

Ｑ. 後期高齢者医療に加入する人は？
Ａ. 75歳以上の人全員と、65歳以上75歳未満の一定の障害
 のある人です。

Ｑ. いつから加入するのですか？
Ａ. 75歳の誕生日からです。また、65歳以上75歳未満の一
定の障害のある人は、申請が認定されたときから加入
しますが、今までの保険と後期高齢者医療とで選択で
きます。

Ｑ. 加入手続きは？
Ａ.  75歳になる誕生日の前に、該当者に後期高齢者医療保
 険証を郵送します。65歳以上75歳未満の一定の障害の
 ある人は、申請が必要です。

Ｑ. 保険料はどうなるの？
Ａ.  高齢者の負担を公平にするという考え方のもと、後期高
齢者（75歳以上の人）全員に、負担能力に応じて保険料
を負担していただきます。また、原則、山梨県内で同
じ所得であれば同じ保険料となります。

Ｑ. 収入が無い人も保険料を払うの？
Ａ. 保険料（均等割）を負担することになります。本人と世帯
 主の所得に応じて保険料（均等割）の軽減が適用されます。

Ｑ. 保険料の切り替えは？
Ａ. 国民健康保険に加入されている人、サラリーマンで社会
保険や共済組合の被保険者の人は、3月31日まで加入
されていた制度での保険料が、4月1日以降、切り替わ
ります。

Ｑ. 社会保険や共済組合の扶養になっていて保険料を
　　払っていなかった人はどうなるの？
Ａ. 新たに保険料をご負担いただきますが、制度加入時から
2年間は保険料の所得割の負担は無く、均等割が5割軽
減されます。なお、今年度は特例として、4月から9月
までは負担はなく、10月から平成21年3月までは保険
料（均等割）が9割軽減されます。

■問い合わせは…保険課（竜王庁舎１階）　
　　　　　　　　　 055（278）1665

後期高齢者医療制度が始まります後期高齢者医療制度が始まります後期高齢者医療制度が始まります

�

施設無料利用券施設無料利用券施設無料利用券
OPEN 3周年記念＆利用者増加謝恩イベント

利 用 者 の 声

　健康増進施設として平成18年度にオープンしたKai・遊・パーク
総合屋内プールは、この４月に３周年を迎えました。
　この間、大変多くのみなさんにご利用いただき、１年目は約
62,000人、２年目は約14,000人増加の76,000人と年々利用者数
が増えています。
　また、昨年12月から同施設においてスタートした「甲斐的（快適）
健康ライフ実現プロジェクト」も、多くのみなさんが参加され、成
果と張り合いを実感しながら、常に最適な健康づくりが行えると好
評をいただいています。
　そこで、Kai・遊・パークでは、OPEN3周年記念と利用者増加に
伴う謝恩イベントとして、４月１日（火）～27日（日）の期間中、市内
１世帯１回利用可能な、次の「施設無料利用券」を用意しました。
　利用される際は、本誌から「施設無料利用券」を切り離し、裏面
に必要事項を記載し施設受付へ提出してください。
　日頃利用されているみなさんをはじめ、まだ利用したことのない
人も、是非この機会に利用していただき、健康増進・保持にお役立
てください。
　なお、「施設無料利用券」は本誌掲載のもののみ有効です。
■問い合わせは…
　玉幡公園管理課（Kai・遊・パーク内）　055（276）4189

OPEN ３周年記念

利用者増加謝恩イベント
&

　甲斐市水道局では、４月より、水道メーターの検針から料金の収納までの一連
の業務を民間委託します。
　利用者のみなさんへのサービスを充実するために、平日営業時間の延長（午後６
時まで）と土曜日の午前中、窓口業務（敷島・双葉支所は除く）を行います。
　なお、敷島地区の甲府市上下水道局の給水区域については、今までどおり変更
ありません。
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　固

定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

 
固
定
資
産
税
を
算
定
す
る
基
礎
と
な
る
課

税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

 

自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
の
内
容
に
つ

い
て
知
り
た
い
人
は
、
こ
の
期
間
の
み
無
料

で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
閲
覧
で
き
る
人

固
定
資
産
の
所
有
者（
納
税
義
務
者
）

所
有
者（
納
税
義
務
者
）と
同
居
の
親
族

納
税
管
理
人

借
地
人
・
借
家
人（
賃
貸
に
か
か
る
資
産
の
み
）

※
右
記
以
外
の
人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
借
地
人
・
借
家
人
に
つ
い
て
は
、

当
該
資
産
を
借
り
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
書
類（
契
約
書
等
）を
提
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
等
の

　
　
　
　
　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
甲
斐
市
に
固
定
資
産
税
を
納
税
す
る
人
は
、

市
内
す
べ
て
の
課
税
対
象
土
地
お
よ
び
家
屋

の
価
格
等
を
記
載
し
た
「
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
」
お
よ
び
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

を
次
の
期
間
の
み
無
料
で
縦
覧
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
所
有
す
る
課
税
対
象
資
産
が
土
地
、
家
屋

の
ど
ち
ら
か
だ
け
の
場
合
は
、
そ
の
資
産

の
帳
簿
だ
け
し
か
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
記
載
内
容

土
地（
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額
）

家
屋（
家
屋
の
所
在
、
地
番
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
）

■
縦
覧
で
き
る
人

　
甲
斐
市
に
、
固
定
資
産
税
を
納
税
す
る
人

　
納
税
者
と
同
居
の
親
族

 

納
税
管
理
人

※
縦
覧
に
あ
た
っ
て
「
納
税
通
知
書
」
や

「
課
税
明
細
書
」
の
提
示
も
し
く
は
、
運

転
免
許
証
等
に
よ
り
納
税
者
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
閲
覧
・
縦
覧
期
間

４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
閲
覧
場
所

税
務
課
資
産
税
担
当（
竜
王
庁
舎
１
階
　

番
窓
口
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

 

税
務
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

　
　
0
5
5（
2
7
8
）1
6
6
3

4月1日から
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OPEN OPEN ３周年記念３周年記念

利用者増加謝恩イベント利用者増加謝恩イベント

後期高齢者医療制度が始まります

水道料金等の検針収納業務を民間委託します水道料金等の検針収納業務を民間委託します

後期高齢者医療制度が始まります

��

ご利用の際は、本誌から切り取り裏面に必要事項を記載して施設フロントへ提出してください。

本券利用有効期間：平成20年４月１日（火）～４月27日（日）

（１世帯１回利用可）施設無料利用券施設無料利用券施設無料利用券施設無料利用券施設無料利用券施設無料利用券

Kai・遊・パーク総合屋内プール

OPENOPEN 3 3周年記念＆利用者増加謝恩イベント周年記念＆利用者増加謝恩イベントOPEN 3周年記念＆利用者増加謝恩イベント

山本リリ子さん・跡部直美さん

利 用 者 の 声利 用 者 の 声利 用 者 の 声
　ガラス面からふりそそぐ太陽光と木のぬくもりに包まれたこの施設は、私
たちのお気に入りです。
　各種レッスンも充実していているので積極的に参加しています。施設利用
を通じて多くの友だちもできました。
　この施設を多くの市民のみなさんが利用し、人も市も、いつまでも元気で
あってほしいです。

Kai・遊・パーク総合屋内プール

　健康増進施設として平成　健康増進施設として平成1818年度にオープンした年度にオープンしたKaiKai・遊・パーク・遊・パーク
総合屋内プールは、この４月に３周年を迎えました。総合屋内プールは、この４月に３周年を迎えました。
　この間、大変多くのみなさんにご利用いただき、１年目は約　この間、大変多くのみなさんにご利用いただき、１年目は約
62,00062,000人、２年目は約人、２年目は約14,00014,000人増加の人増加の76,00076,000人と年々利用者数人と年々利用者数
が増えています。が増えています。
　また、昨年　また、昨年1212月から同施設においてスタートした「甲斐的月から同施設においてスタートした「甲斐的（快適快適）
健康ライフ実現プロジェクト」も、多くのみなさんが参加され、成健康ライフ実現プロジェクト」も、多くのみなさんが参加され、成
果と張り合いを実感しながら、常に最適な健康づくりが行えると好果と張り合いを実感しながら、常に最適な健康づくりが行えると好
評をいただいています。評をいただいています。
　そこで、　そこで、KaiKai・遊・パークでは、・遊・パークでは、OPEN3OPEN3周年記念と利用者増加に周年記念と利用者増加に
伴う謝恩イベントとして、４月１日伴う謝恩イベントとして、４月１日（火）～2727日（日）の期間中、市内の期間中、市内
１世帯１回利用可能な、次の「施設無料利用券」を用意しました。１世帯１回利用可能な、次の「施設無料利用券」を用意しました。
　利用される際は、本誌から「施設無料利用券」を切り離し、裏面　利用される際は、本誌から「施設無料利用券」を切り離し、裏面
に必要事項を記載し施設受付へ提出してください。に必要事項を記載し施設受付へ提出してください。
　日頃利用されているみなさんをはじめ、まだ利用したことのない　日頃利用されているみなさんをはじめ、まだ利用したことのない
人も、是非この機会に利用していただき、健康増進・保持にお役立人も、是非この機会に利用していただき、健康増進・保持にお役立
てください。てください。
　なお、「施設無料利用券」は本誌掲載のもののみ有効です。　なお、「施設無料利用券」は本誌掲載のもののみ有効です。
■問い合わせは…■問い合わせは…
　玉幡公園管理課　玉幡公園管理課（KaiKai・遊・パーク内）　・遊・パーク内）　055055（276276）41894189

OPEN OPEN ３周年記念３周年記念

利用者増加謝恩イベント利用者増加謝恩イベント
４月１日（火）～27日（日）の間、１世帯１回施設が無料利用できます

&&

　健康増進施設として平成18年度にオープンしたKai・遊・パーク
総合屋内プールは、この４月に３周年を迎えました。
　この間、大変多くのみなさんにご利用いただき、１年目は約
62,000人、２年目は約14,000人増加の76,000人と年々利用者数
が増えています。
　また、昨年12月から同施設においてスタートした「甲斐的（快適）
健康ライフ実現プロジェクト」も、多くのみなさんが参加され、成
果と張り合いを実感しながら、常に最適な健康づくりが行えると好
評をいただいています。
　そこで、Kai・遊・パークでは、OPEN3周年記念と利用者増加に
伴う謝恩イベントとして、４月１日（火）～27日（日）の期間中、市内
１世帯１回利用可能な、次の「施設無料利用券」を用意しました。
　利用される際は、本誌から「施設無料利用券」を切り離し、裏面
に必要事項を記載し施設受付へ提出してください。
　日頃利用されているみなさんをはじめ、まだ利用したことのない
人も、是非この機会に利用していただき、健康増進・保持にお役立
てください。
　なお、「施設無料利用券」は本誌掲載のもののみ有効です。
■問い合わせは…
　玉幡公園管理課（Kai・遊・パーク内）　055（276）4189
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双葉地区の小中学校では道徳教育を推進中

家庭児童相談室からのお知らせ

乳幼児医療費乳幼児医療費
ひとり親家庭医療費ひとり親家庭医療費
重度心身障害者医療費重度心身障害者医療費

乳幼児医療費
ひとり親家庭医療費
重度心身障害者医療費

 ４月１日から、乳幼児医療費・ひとり親家庭医療
費・重度心身障害者医療費については、県内の
医療機関で受診されたとき、窓口で保険診療分の
医療費が無料になります。
 ただし、一部窓口で無料とならない場合もありま
すので、ご注意ください。
 
●窓口無料で受診するときは…
 次の２つを医療機関へ提示ください。
 ①４月１日交付の新しい受給者証
 ②健康保険証

●窓口無料にならない場合は…
 ○受給者証と保険証を医療機関に提示しなか
　　った場合
 ○県外で診療を受けた場合
 ○療養費払いのもの（整骨、接骨、鍼灸、マッサ
　　ージ、装具等）
 ○入院時食事療養費（助成制度により異なりま
　　す）
 　以上の場合は、医療費を医療機関の窓口で
　　一旦お支払いいただきます。支払いは、翌月
　　以降、市役所の窓口で助成の手続をしてい
　　ただく償還払い（口座振替）となります。
■問い合わせは…
 子育て支援課（敷島庁舎１階）
　　　　　　　　　　　1０５５（２７７）３１１５　
　福祉課（敷島庁舎１階）1０５５（２７７）３１１４　

4月から
窓口無料化が
始まります

山
梨
県
学
校
体
育
研
究
連
合
会
表
彰

おみゆきさんおみゆきさんおみゆきさん

��

上記に記載されている人が同時に１回無料でご利用できます。

利　用　者　情　報
住所　　甲斐市

電話　（　　　　　　）　　　　－

氏　  名 性 別 区　分

男・女
大人・小中学生
未就学児

男・女
大人・小中学生
未就学児

男・女
大人・小中学生
未就学児

男・女
大人・小中学生
未就学児

氏　  名 性 別 区　分

男・女
大人・小中学生
未就学児

男・女
大人・小中学生
未就学児

男・女
大人・小中学生
未就学児

男・女
大人・小中学生
未就学児

 

さ
く
ら
の
花
満
開
を
過
ぎ
る
こ
ろ
、４
月
15
日
に
甲

州
三
大
神
幸
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る「
お
み
ゆ
き
さ
ん
」

が
、信
玄
堤
を
舞
台
に
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

 

当
日
は
、釜
無
川
の
土
手
を
、「
ソ
コ
ダ
イ
・
ソ
コ
ダ
イ
」

と
独
特
の
掛
け
声
と
と
も
に
、お
神
輿
を
女
装
姿
で
担

い
で
渡
御
し
ま
す
。

 

そ
の
ほ
か
、み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
イ
踊
り
や
信
玄
太
鼓
の
演

奏
な
ど
が
行
な
わ
れ
、華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

 

ど
う
ぞ
、み
な
さ
ん
お
揃
い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
15
日（
火
）正
午
〜（
雨
天
決
行
）

■
場
所
　
三
社
神
社（
信
玄
堤
公
園
）付
近

■
催
し
物
案
内
　
神
輿
等
の
渡
御
、信
玄
太
鼓
演
奏
、

　
　
　
　
　
　
　
み
ゆ
き
ソ
コ
ダ
イ
踊
り
、や
は
た
い
　

　
　
　
　
　
　
　
も
煮
汁
無
料
配
布
等

■
問
い
合
わ
せ
は
…

　
　
　
　
お
み
ゆ
き
さ
ん
実
行
委
員
会
事
務
局
　

　
　
　
　
商
工
観
光
課（
双
葉
庁
舎
２
階
）

　
　
　
　
1
０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
４
　
　

 睦沢地域ふれあい館では、毎年５月５日に鯉千匹子供まつり
を実施しています。
　年々、鯉のぼりが不足してきているので、ご家庭で不用にな
った鯉のぼりの寄付をお願いします。
■問い合わせは…
 睦沢地域ふれあい館 　1　０５５（２７７）３７２５　　　
　敷島総合文化会館　 1　０５５（２７７）４１１１

鯉のぼりの寄付をお願いします
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双葉地区の小中学校では道徳教育を推進中双葉地区の小中学校では道徳教育を推進中双葉地区の小中学校では道徳教育を推進中

家庭児童相談室からのお知らせ家庭児童相談室からのお知らせ

 双葉地区の小中学校では、文部科学省およ
び山梨県教育委員会から３年間の指定を受け、
小学校と中学校が連携し「やさしい心 あふれる
えがお」を合言葉に、道徳教育を進めています。
 また、併せて「双葉中学校区小中連携推進協
議会」を地域のみなさんと組織し、「あいさつ運動」
を通して、次世代を担う子どもの育成に取り組ん
でいます。
 こういった取り組みを進めるなかで、今年度は、
地域のみなさんに道徳の授業を公開し、子ども
たちの様子や授業内容を参観していただくこと
にしました。次の日程により公開しますので、多く
のみなさんの参加をお待ちしています。
 また、市民のみなさんには「大人が示すあいさ
つ」を通じて、子どもたちとのふれあいや関わり
合いを強め、人格形成に大切な道徳教育の推
進にご協力をお願いします。

双葉西小学校　

　５月31日（土）
 午後１時～　授業参観
 午後２時～　教育講演会
 （講師：鈴木 徹さん　義足のハイジ　
　ャンパーとして有名）

双葉東小学校

 ６月14日（土）
 午前８時50分～　授業参観
 午前９時50分～　教育講演会
 （講師：島袋淑子さん 沖縄県在住　　
　「ひめゆり同窓会」理事　）

双葉中学校

 ６月24日（火）
 午後１時35分～　授業参観
 　 
※事前申し込みは不要ですので、当日、
　直接各学校へお越しください。
※来校時は、上履きをご持参ください。

■問い合わせは…
　双葉中学校（推進協議会事務局）　
　1０５５１（２８）２０１９　

●
子
ど
も
の
相
談
に
つ
い
て

 

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、生
ま
れ
て
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

 

子
ど
も
の
問
題
は
、何
と
い
っ
て
も
早
い
う
ち
に
発
見
し
て
、専
門
機
関
の

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。家
庭
相
談
室
で
は
、子
ど
も
の
発
達
・
性
格

・
行
動
な
ど
に
つ
い
て
、専
門
機
関
と
連
携
し
て
相
談
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

相
談
内
容

 

育
児
相
談（
性
格
行
動
・
不
登
校
・
適
正
・
育
児
・
し
つ
け
等
）

 

養
護
相
談（
虐
待
等
）

 

保
健
相
談

 

障
害
相
談（
肢
体
不
自
由
・
視
聴
覚
障
害
・
言
語
発
達
障
害
・
重
症
心
身
障
害
・

　
　
　
　
　
知
的
障
害
・
自
閉
症
等
）

 

非
行
相
談（
ぐ
犯
等
・
触
法
行
為
等
）

 

そ
の
他

 

●
虐
待
に
つ
い
て

 

み
な
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、児
童
の
虐
待
等
の
疑
い
が
あ
る
事
案

を
発
見
し
た
と
き
、ま
た
は
、疑
問
に
感
じ
た
と
き
な
ど
は
、ど
う
ぞ
家
庭
児
童

相
談
室
ま
で
相
談
・
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

痛
ま
し
い
事
件
に
発
展
す
る
こ
と
が
多
い
児
童
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
、是
非
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

●
相
談
日
に
つ
い
て

 

定
例
相
談
　
日
時
　
毎
月
第
１
水
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

　
　
　
　
　
場
所
　
敷
島
庁
舎
福
祉
相
談
室

 

随
時
相
談
　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
　

 

　

 

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、２
名
の
相
談
員
が
み
な
さ
ん
の
相
談
・
連
絡
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。お
寄
せ
い
た
だ
い
た
相
談
や
連
絡
は
、守
秘
義
務
に
よ
り

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室（
敷
島
庁
舎
１
階
）

 

　
　
　
　
　
　
　
1
０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
５

家庭児童相談室からのお知らせ
●
し
き
し
ま
幼
稚
園
へ

 

し
き
し
ま
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
３
点

　（
２
３
０
、
０
０
０
円
相
当
） 

●
敷
島
中
学
校
へ

 
敷
島
中
学
校
第
３
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
３
台
、

　
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
３
基
（
５
１
９
、
７
５
０
円
相
当
）

寄
付

乳幼児医療費
ひとり親家庭医療費
重度心身障害者医療費

山
梨
県
学
校
体
育
研
究
連
合
会
表
彰

山
梨
県
学
校
体
育
研
究
連
合
会
表
彰

山
梨
県
学
校
体
育
研
究
連
合
会
表
彰

　
竜
王
北
小
学
校
が
、２
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
45
回
山
梨
県
学
校
体
育
研
究
大
会

に
お
い
て
、保
健
体
育
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

道徳の授業を
参観してみませんか

おみゆきさん

�

13
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市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など順番に紹介しています。

八幡新田１区（伊藤正博自治会長）
八幡新田１区自治会は、竜王地区の南

西部に位置し、区の真中を県道甲府南ア
ルプス線（アルプス通り）が通り、県立
農林高校がある地域にあります。人口は
約1,150人、世帯数は390です。自治会
では、1年を通して各種球技大会、地域
の美化運動や有価物回収、秋葉神社例大
祭など区民の親睦を図るため様々な行事
を行っています。特に有価物回収は、区
の予算の収入を少しでも増やそうと、回
収活動に力を入れています。実施にあた

っては、有価物回
収の専門業者によ
る分別方法の指導
を受け、環境委員
を先頭に区役員、
班（組）長が行っ
ています。
回収方法は、

区民に理解と協
力を得る中で、
毎月最終の日曜日
（３月・12月を除
く）に公民館
前に各自
が持ち
寄 る

ことになっています。現在では、
区民の有価物回収に対する
意識も非常に高くなり
分別も徹底していま
す。また、毎年10月
の第３土・日曜日に
行われる秋葉神社例
大祭は、地域の先輩
の方々によって30年以
上続けられている祭りです。
秋葉神社は火の神様で、火災消除・家内安全・厄
除け・商売繁盛などを祈願します。昨年は、区民
の協力により秋葉神社に鳥居を設置することがで
き、例大祭を盛大に行いました。自治会では、各

行事を行う中で
地域のまとまり
や、活力ある自
治会づくりがで
きるよう、これ
からも力を合わ
せて行きたいと
考えています。

上郷（吉田守自治会長）
上郷自治会は、双葉地区の西部に位

置し、北に中央自動車道、南にＪＲ中
央本線が通る地域にあり、現在の世帯
数は96で人口は約330人です。自治会
では毎年公民館活動の一環として様々
な研修会を行っ
ています。今年
度は、１月27日
に公民館で韮崎
消防署職員３名
による心肺蘇生

法の研修会を実施しまし
た。当日は通常の人工呼
吸の研修に加え、最近多
くの施設等に配備され

注目されている
自動体外式除細
動器（ＡＥＤ）の
正しい使い方の
説明を受けま
した。その
後、練習用
器具を使い
実際に使用

方法
を練習しましたが、参
加した区民は、器械
に対する専門的知
識がなくても簡単に
扱える使いやすさ
に、非常におどろき
ました。

また、今回の研修会を通し
て緊急時にＡＥＤを使い、素早い対応を
することで救命率がより高くなることを
あらためて確認しました。昨今は様々な災

害が起き、多くの人命が失われています。
現在、双葉地区でも学校やスポーツ施設など

にＡＥＤが配備されているそうですが、私たち
市民の生命を守る一手段
として、ＡＥＤが今後も
市内に普及することを期
待するとともに、自治会
では、区民参加による活
動を通して地域のふれあ
いが今以上に深められる
よう、これからも取り組
んで行きたいと考えてい
ます。
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木
造
釈
迦
三
尊
像
は
、
竜
王
の
慈

照
寺
に
あ
り
ま
す
。
像
は
、
慈
照
寺

の
本
尊
と
し
て
、
法
堂

は
っ
と
う

の
内
陣
壇
上

に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
釈
迦
三
尊

像
の
う
ち
、
中
央
の
釈
迦
像
の
像
高

は
６
８
・
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
髪

の
毛
を
頭
上
に
集
め
高
い

位
置
で
束
ね
、
宝
冠
を
か

ぶ
り
、
衲
衣

の
う
え

を
ま
と
っ
て

禅
定
印
を
結
び
、
八
重
の

蓮
華
座
上
に
結
跏
趺
坐

け

っ

か

ふ

ざ

し

て
い
ま
す
。釈
迦
像
の
左
、

文
殊
菩
薩
像

も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ
つ
ぞ
う

の
像
高
は
３

７
・
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
右

手
に
宝
剣
、
左
手
に
経
巻
を
持

ち
、
獅
子
の
背
の
上
の
四
重
蓮

華
座
に
結
跏
趺
坐
し
て
い
ま
す
。

釈
迦
像
の
右
、
普
賢
菩
薩
像

ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
ぞ
う

の

像
高
は
３
７
・
４
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。
左
右
の
手
で
蓮
華
を
持

ち
、
白
象
の
背
の
上
の
四
重
蓮

華
座
に
結
跏
趺
坐
し
て
い
ま
す
。

三
像
と
も
寄
木
造
で
、
玉
眼

を
は
め
込
ん
で
い
ま
す
。
造
り

は
、
膝
の
張
り
が
狭
く
、
頭
部
、
体

部
と
も
に
角
張
っ
た
表
現
方
法
や
独

特
な
衣
の
襞ひ

だ

の
形
式
な
ど
が
み
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
室
町

時
代
の
仏
像
に
み
ら
れ
、
特
に
院
派

い
ん
ぱ

と
呼
ば
れ
る
仏
師
の
作
例
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
本
像
も
こ
の
院
派
仏
師

に
よ
る
造
像
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。慈

照
寺
に
は
釈
迦
三
尊
像
の
ほ
か

に
、
県
指
定
３
件
、
市
指
定
５
件
の

指
定
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

（
所
在
地
　
竜
王
６
２
９
―
１
）

三
社
神
社
は
天
長
２
年
（
８
２
５
）

の
国
中
地
域
に
未
曽
有
の
大
水
害
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
甲
斐
国
一
宮

浅
間
神
社
、
二
宮
美
和
神
社
、
三
宮

玉
諸
神
社
が
渡
御
し
釜
無
川
の
水
防

祈
願
を
行
う
た
め
に
置
か
れ
た
と
さ

れ
る
古
社
で
す
。
現
在
そ
の
神
事
は

「
お
み
ゆ
き
さ
ん
」
と
し
て
毎
年
４

月
15
日
に
行
わ
れ
多
く
の
人
々
で
賑

わ
い
ま
す
。

こ
の
三
社
神
社
の
石
鳥
居
は
、
安

山
岩
製
で
高
さ
約
２
・
７
メ
ー
ト

ル
、
柱
間
が
約
３
・
１
６
メ
ー
ト
ル

の
明
神
鳥
居
で
、
柱
は
柱
間
に
対
し

て
非
常
に
太
く
ま
た
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
礎
石
上
に
適

度
の
内
転
び
（
上
に

い
く
に
し
た
が
い
柱

間
が
狭
く
な
る
）
を

も
っ
て
立
ち
柱
頭
に

台
輪
が
あ
り
ま
す
。

部
材
の
一
部
に
は
後
補
が
み
ら
れ

ま
す
が
、
額
正
面
に
「
三
社
大
明
神
」、

束
背
面
に
は
「
承
応
元
壬
辰
極
月
吉

祥
日
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
承

応
元
年
（
１
６
５
２
）
12
月
に
修
理
が

完
成
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
鳥
居
の
前
記
の
特
徴
か
ら
、
船

形
神
社
石
鳥
居
（
甲
斐
市
志
田
地
内
、

県
指
定
文
化
財
、
１
３
９
２
年
建
立
）

に
つ
な
が
る
も
の
で
、
桃
山
時
代
の

造
立
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
所
在
地
　
竜
王
１
８
８
８
―
１
）

木
造
釈
迦
三
尊
像

も
く
ぞ
う
し
ゃ
か
さ
ん
ぞ
ん
ぞ
う市

指
定
彫
刻

平
成
16
年
7
月
12
日
指
定

三
社
神
社
石
鳥
居

さ
ん
し
ゃ
じ
ん
じ
ゃ
い
し
と
り
い

市
指
定
建
造
物

昭
和
52
年
６
月
25
日
指
定
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竜王西児童館
　055（279）3731

竜王東児童センター
　055（278）1178

竜 王 北児童館
　055（279）1911

玉 幡 児 童 館
　055（276）9656

竜 王 南児童館
　055（279）7666

敷島みなみ児童館
　055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
　055（277）9220

敷島なかよし児童館
　055（277）1121

双 葉 西児童館
　0551（28）4588

双 葉 東児童館
　0551（28）1214

3

9

10

12

14

15

16

17

19

22

23

24

25

26

28

30

木

水

木

土

月

火

水

木

土

火

水

木

金

土

月

水

仲間作り
15:30

3B体操
14:00

まちがい絵さがし
10:00

仲間作り
15:30

友達つくろう
15:30

なかま作り
15:30

読み聞かせ
15:30

ナンバーリンク
10:00

友達の輪
15:30

仲間つくり
15:30

作ってあそぼう
15:30

仲間つくり
15:30

なかよくなろうねの会
15:00

おはなしの会
10:00

仲間を作ろう
15:30

折り紙で遊ぼう
10:00

ナンバーリンク
15:30

ぬりえをしよう
15:30

ストリートダンス
15:30

おもちゃの病院
14:00

仲間作り
15:00

ナンバーリング
10:00

ビーチバレーボール大会
10:00

ドミノ大会
15:30

ビデオ会
15:30

作って遊ぼう
15:30

人間オセロ大会
15:00

折紙で遊ぼう
14:00

おやつ作り
15:30

ボランティアの日
15:30

ナンバーリンク
10:00

手話ソング
10:00

作ってあそぼう
15:30

ボランティアの日
15:30

ボランティアの日
15:30

映画会
15:00

ビデオ会
15:30

お話聞こう
15:30

ＤＶＤを観よう
15:30

ナンバーリンク
15:30

映画会
15:30

大型紙芝居
15:30

お部屋を飾ろう
10:00

おやつ作り
15:30

3B体操
15:00

大型紙芝居
15:30

ビデオ会
14：00

ビデオ会
15：00

ナンバーリンク
10:00

新しく生まれかわっ
た竜王駅の竣工を記念
して、設計監理を手掛
けた安藤忠雄さんの書
籍や工事の写真などを
展示しています。どう
ぞご覧ください。
期間 ４月27日（日）

まで
場所 竜王図書館　
内容 パネル写真・ビデオ・著作・図書

資料等の展示
■問い合わせは…
竜王図書館 055（278）0811

図書館トピックス

３月２日、双葉図書館では「双葉・本の祭典」が開催され
ました。雑誌のバックナンバーの販売や「みどりの風の朗読
会」、視聴覚室で行われ
た幼児・小学生を対象
とした「おはなし会の
はじまりはじまり」に
は、大勢の家族連れが
詰めかけ手遊びやブラ
ックシアターなどを楽
しみました。

双葉・本の祭典

『ミス・ポタ－』
2007年/アメリカ/93分/ 日本語
吹き替え　監督/クリス・ヌーナン
出演/レニ－・ゼルウィガ－、ユア
ン・マクレガー 他

日時 ４月26日（土）午後１時30分開演
（１時開場）

場所 敷島総合文化会視聴覚室
定員 先着80名
日時 ４月27日（日）午後１時30分開演

（１時開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着180名

上映会のお知らせ

ブックスタートとは、「絵本」を介して赤ちゃんとその保護
者が肌のぬくもりを感じながら、言葉と心を通わすそのかけ
がえのないひと時を持つことを応援する事業です。
市では、市内に在住する乳幼児を対象に絵本１冊とバック

を図書館でプレゼントしていましたが、４月から絵本につい
ては４か月健診時にお渡しす
ることになりました。バッグ
はこれまでどおり図書館にて
お渡ししています。
まだ受け取られていない人

は、ぜひ最寄りの図書館まで
お越しください。

ブックスタートはご存じですか

竜王駅 南北自由通路・橋上駅舎
竣工記念　「安藤忠雄展」開催中
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場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 おはなし、切り紙など

対象 小学生
日時 ４月19日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ ほったり うめたり
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 ５か月児～１歳６か月児
日時 ４月17日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介など

対象 １歳６か月児～
日時 ４月17日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ４月17日（木）

午後１時30分～
場所 竜王図書館２階会議室
メニュー　　「嘘をつかない女」阿刀田

高 作
板前 ねの会
助っ人板前　さくら、あやの会

日時 ４月10日（木）、24日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月児～１歳６か月

児
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月児～
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、工作など

対象 幼児・小学生
日時 ４月12日（土）、26日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

対象 小学生
日時 ４月５日（土）

午前10時30分～11時30分

手遊び、パネルシアターな
ど

対象 幼児・小学生
日時 ４月19日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 詩、語り、読み聞かせ、わ

らべうたなど

対象 乳幼児
日時 ４月10日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 ４月12日（土）・26日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

しろくまちゃんのおへや

キッズぷらねっと　
～ストーリーテリング編～

敷島図書館

らいおんちゃんのおうち

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと
～ブックトーク編～

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

４月のおやすみ 定例休館日 ７日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）
昭和の日 29日（火）

月末整理日 30日（水）

双葉図書館朗読のおいしいお店
おきらく亭　

各図書館では、乳幼児から小学生を対象にしたさまざまな「お
はなし会」を行なっています。
それぞれの年齢に合わせて、いろいろな絵本や児童書を紹介し

ています。また、子どもと一緒に楽しめる手あそびやわらべうた
などもありますので、ぜひお出かけください。各図書館の「おは
な し 会 」
の日程は
毎月、広
報誌また
は市ホー
ムページ
でご案内
していま
すのでご
確認くだ
さい。

おはなし会のご案内
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市内小中学校で、
卒業式が執り行われ
ました。
小学校では、卒業

式に先立ち、６年生
を送る会が開催され
ました。下級生が今

までお世話になった６年生に心をこめて、お礼の言葉や歌などを
披露し、卒業を祝いました。また、中学校では、会場の体育館ス
テージ上で卒業生一人ひとりに校長先生から卒業証書が手渡され、
生徒たちは新たなスタートに胸弾ませていました。

●３月１日　春の火災予防週間に訓練

春の火災予防週間の期間中、市
内で消防訓練や啓蒙活動などが実
施されました。
矢木羽湖公園周辺では山火事を

想定した訓練が行われ、甲府地区
消防本部の消防隊員や市消防団員、

県防災航空隊員など約
200名が、けが人の応急
処置やポンプ中継訓練、
防災ヘリ「あかふじ」によ
る散水消火の訓練を実施
し、連携を図りました。
また、１日・２日には境
地区育成会子どもクラブ
のメンバーとその保護者
が、地元消防団員といっ
しょに火災予防啓発を行
いました。子どもたちは
「カン、カン」と拍子木を
鳴らしながら「火の用心。
マッチ一本火事のもと」と
昔ながらの掛け声で防火
を呼び掛け、地区内を巡
回しました。

NHKラジオ第１で毎週土曜日、放送され
ているバラエティー番組「今夜も大入り！渋
谷・極楽亭」の公開収録が双葉ふれあい文化
館で行われました。これは、NHK甲府放送
局70周年を記念し催され、落語家の立川志
らくさんや司会の森口博子さんらによる、山
梨県にちなんだクイズや大喜利などで会場の
みなさんを楽しませました。

●２月26日　ラジオ番組の収録　

昨年10月から９日間（48時間）の講
義で行われた食生活改善推進員養成講
習が修了し、受講した30名が修了証書
を手にしました。これまで栄養の基礎
知識、食生活プランの立て方などを講
習会や調理実習で学んだ受講者は、今
後、地域で食生活改善に向けた取り組
みを推進していきます。

食生活改善に向けて　２月●

●３月　たくさんの思い出を胸に卒業
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竜王西保育園で
「ひなまつり」が行
われました。ひな
まつりに関する
○×クイズや、園
児手作りのお内裏
さまとお雛さまを
手にして記念写真
の撮影会。そのあ
と等身大のパネルから顔を出し、園児たちが「お内
裏さまとお雛さま」に。仲良しのともだちどうし、
ちょっぴり「すまし顔」でひなまつり気分を味わっ
ていました。

小学生が音楽コンサート　　３月●

竜王南保育園で年長児と、その保護者を対
象に交通安全教室が開かれました。市の専門
交通指導員が保護者に旗ふり当番の指導を行
なった他、園児と保護者が道路を実際に歩い

て、見通し
の悪い危険
箇所の確認
や正しい横
断歩道の渡
り方など学
び、小学校
入学に備え
ました。

２月・３月●　
練習の成果を披露

３月１日、敷島南小学校吹奏楽部が卒業記念演奏会を行
い、卒業生18名を含む36名が詰め掛けた聴衆に多彩な楽曲
を披露。昨年の西関東吹奏楽コンクールで銀賞を受賞した
曲「レッツ・ス
イング」の演奏
では、会場が
大いに盛り上
がりました。
８日には双

葉ジュニアコ
ーラスによる
「はるかぜコン
サート」が行わ
れました。双
葉西・東小の
児童を中心に
した、53名の
児童合唱団の
澄んだ歌声が
聴衆を魅了し、
会場にひと足
早い春を運ん
でくれました。

２月24日、KAIふれあいステー
ジが開催され、ハワイアンダンス、
ヒップホップダンス、舞踊といっ
た踊りから、合唱、独唱、民謡、
太鼓、オカリナ、ヴァイオリンな
どの歌や楽器演奏が披露されまし
た。今年は25組が出演。繰り広
げられる多彩なステージが観客を楽しませていました。
３月１・２日、敷島公民館まつりが行われ、公民館

利用者団体などが社交ダンスや舞踊、大正琴などの舞
台発表を行い、短歌や絵手紙、パッチワークなどとい
った作品の展示がされました。また、吉沢子どもクラ
ブのメンバーが栽培・収穫したもち米でついた、つき
たてのお餅が来場者に無料で振舞われました。

甲斐国際交流協会は２日、竜王南部公民館で「外国人
を囲む地域交流会」を開きました。市内在住のブラジル、
台湾、中国人や地域住民約80人が参加し、ちらしずしや
大根の煮物などの料理を食べながら交流を図りました。
また、地域
住民による
アトラクシ
ョンが行わ
れ、空手や
大正琴など
日本の文化
に親しみま
した。

●３月７日　
保育園で交通安全教室

地域住民と外国人が交流　３月２日●

お内裏さまとお雛さま　３月３日●
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生け垣

の新設　

花壇の

新　設　

190,000円

　45,000円

　　 －

180,000円

　10,000円

180,000円

２/３

２/３

　－

２/３

２/３

２/３

生け垣の延長(m)×9,500円

生け垣の延長(m)×2,250円

生け垣の延長(m)×3,000円

花壇の延長(m)　×9,000円

花壇の面積(㎡)　　×500円

ブロック塀等の側面積(㎡)
　　　　　　　 ×9,000円

樹木購入費

支柱購入費

樹木移植費

花壇設置費

種苗購入費

区　分 限度額補助率補助基本額

注）実際の経費が補助基本額に満たない場合は、実施経費を補助対象額とする。

■補助金の算出基準

生け垣や花壇の設置のための
ブロック塀等の取壊し費
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◆３ｋｍコース
親子ファミリーの部
１位 志村 浩二･仁夢（甲斐市）
２位 雨宮 正二･聖（笛吹市）
３位 望月 光紀･満帆（甲府市）
小学校４・５・６年生男子の部
１位 小林 若葉（中央市）
２位 望月 光樹（甲府市）
３位 加藤 史崇（笛吹市）
小学校４・５・６年生女子の部
１位 荻原 亜依里（山梨市）
２位 高橋 可鈴（神奈川県）
３位 望月 槙（甲府市）
◆５ｋｍコース
中学生男子の部
１位 有泉 潤（南アルプス市）
２位 手塚 祐太朗（甲斐市）
３位 笹本 晴希（南アルプス市）
中学生女子の部
１位 青木 菜摘（長野県）
２位 鈴木 佑佳（甲府市）
３位 河野 美由紀（南アルプス市）

一般・高校生男子の部
１位 齋藤 賢志（南アルプス市）
２位 穴水 勇太（甲府市）
３位 清水 誠二（甲斐市）
一般・高校生女子の部
１位 齋藤 由貴（南アルプス市）
２位 田中 花歩（南アルプス市）
３位 清水 久美子（韮崎市）
40歳以上男子の部
１位 菊池 利治（長野県）
２位 小野 貴史（北杜市）
３位 橘田 重男（笛吹市）
40歳以上女子の部
１位 名取 和子（南アルプス市）
２位 篠原 りさ子（韮崎市）
３位 広瀬 千春（山梨市）
60歳以上男子の部
１位 白川 一（甲斐市）
２位 山� 和男（神奈川県）
３位 千田 正見（笛吹市）

◆10ｋｍコース
一般・高校生男子の部
１位 下山 法久（甲府市）
２位 草間 正博（韮崎市）
３位 上原 和久（南アルプス市）
一般・高校生女子の部
１位 山口 はな（甲斐市）
２位 正岡 知子（山梨市）
３位 萩原 靖子（静岡県）
40歳以上男子の部
１位 河野 寛（中央市）
２位 増田 康彦（甲斐市）
３位 飯野 潤二（甲斐市）
40歳以上女子の部
１位 高山 恵子（笛吹市）
２位 西山 幸子（東京都）
３位 望月 美和（甲府市）
60歳以上男子の部
１位 関 紀世司（甲府市）
２位 串田 栄司（大月市）
３位 秦 伸一郎（上野原市）
（敬称略）

《大会結果（参加者数：1593人）》

３月９日（日）、春の訪れを告げる「第４回
甲斐梅の里クロスカントリー大会」が市内外
から1,593人の参加者を迎え開催されました。
参加した選手のみなさんはちょうど見ごろと
なった梅の薫る甲斐路を駆け抜けました。

今大会を無事開催することができたのは、運営に協力していただいた各種団
体、ボランティアの方など多くのみなさんのご協力によるものと感謝いたしま
す。大変ありがとうございました。

力強く選手宣誓する　一條卓・遥介 親子
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ４月21日（月）

・学校体育施設（５月分） 午後７時～
・社会体育施設（６月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ４月24日（木）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（５月分）
・社会体育施設（６月分）

※敷島総合公園多目的運動場のサッカーでの利用に
ついては、芝生の保護・育成のため４月末まで使
用禁止となります。

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

第６回甲斐市民親善グラウンド・ゴルフ
大会結果報告

２月16日（土）敷島
総合公園で開催され、
市民約350名が参加
し、県スポーツレク
リエーション祭の出
場権をかけ熱戦が繰
り広げられました。

○男子の部
優勝 長田孝　準優勝 樋口敏夫　３位 花輪次郎
○女子の部
優勝 長谷部静子　準優勝 大木米子　３位 長田好江

第４回ソフトバレーボール大会結果報告
２月24日（日）、敷島体育館で開催され、４部門で
26チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。
トリムの部（11チーム）
優勝 甲斐竜王　準優勝 アディコ
フリーの部（７チーム）
優勝 山梨富創　準優勝 サンクラブ
ファミリーの部（６チーム）
優勝 竜王ペガサスＡ　準優勝 竜王ペガサスＣ
レディースの部（２チーム）
優勝 コーゲブ　準優勝 敷島新町

NTT山梨フレッツカップ第24回山梨家庭
婦人バレーボール大会結果報告
２月24日（日）から３月12日（水）にかけて大会が

開催され、市内のチームが大活躍しました。Ｂパー
トで敷島北、
Ｄパートで竜
北ドリームが
決勝戦に駒を
進め、共に初
優勝の栄冠に
輝きました。

双葉B＆G海洋センターオープン
双葉Ｂ＆Ｇ海洋センタープール日程表
開館期間 ４月２日（水）～11月30日（日）
開館時間 午前10時～正午（午前の部）

午後 １時～５時（午後の部）
午後 ６時～９時（夜間の部）

○双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

注意事項
・入泳する際には、スイミングキャップの着用が義
務付けられています。 料金表

・幼児および夜間の
小中学生の利用は、
必ず保護者同伴で
お願いします。

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課　 0551（20）3656

写真左：敷島北
写真下：竜北ドリーム

Bパート決勝戦 敷島北VS増穂A
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今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
４
、
４
１
０
円
で
す
。

納
付
書
は
４
月
上
旬
、
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
は
全
国

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
月
の
保

険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。
忘

れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

全
額
免
除
の
人
…
６
月
ま
で
全
額
免
除

が
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
４
月
に

納
付
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
部
免
除
の
人
…
４
月
に
４
〜
６
月
分

の
一
部
保
険
料
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

学
生
で
収
入
が
な
く
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
て
認
め

ら
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は

10
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
収
入
を
得
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
納
め
ま
し
ょ
う
。

届
出
に
必
要
な
も
の
…

学
生
証（
写
し
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
、

年
金
手
帳
、
印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合

は
不
要
）

※
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人

の
身
元
確
認
（
免
許
証
・
保
険
証
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

※
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
申
請
す
る
人

で
、
社
会
保
険
庁
か
ら
ハ
ガ
キ
の
申

請
書
が
送
付
さ
れ
た
人
は
、
そ
れ
に

記
入
の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す
る
相
談

を
受
け
ま
す
。（
一
般
の
年
金
相
談
は
、

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

開
設
日

４
月
７
日
（
月
）
・
21
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時
　

場
所

敷
島
庁
舎
２
階
会
議
室
Ｅ

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

竜
王
社
会
保
険
事
務
所
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
１
０
４

４
月
１
日
か
ら
、
退
職
者
医
療
制
度

の
対
象
者
が
75
歳
未
満
か
ら
65
歳
未
満

に
改
正
さ
れ
、
65
歳
以
上
の
退
職
者
と

そ
の
被
扶
養
者
は
一
般
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

●
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
人
に

は
、
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
を
３
月
中
に
発
送
し
て
あ
り
ま
す
。

●
４
月
２
日
以
降
65
歳
に
到
達
す
る
人

に
は
、
平
成
20
年
度
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
に
表
示
さ
れ
て
い
る
有
効

期
限
前
ま
で
に
発
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越

沖
地
震
等
の
地
震
に
お
い
て
、
主
に
昭

和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

へ
の
被
害
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

大
地
震
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
、
山
梨
県

が
関
係
す
る
東
海
地
震
の
切
迫
性
は
極

め
て
高
い
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
耐
震
診
断
の
無
料
実

施
、
耐
震
改
修
へ
の
補
助
金
の
交
付
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
耐
震
診
断
に
つ
い
て

耐
震
診
断
と
は
、
地
震
に
対
し
て
の

建
物
の
安
全
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
市
で
行
う
耐
震
診
断
は
、
簡

易
診
断
で
あ
り
、
精
密
診
断
や
補
強
計

画
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
お
り
、
自
己
の
所
有
す
る
既
存
木

造
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
人

主
な
建
物
用
件

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

・
木
造
在
来
軸
工
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の

・
２
階
建
て
以
下
で
、
延
べ
床
面
積
３
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅
な
ど

申
込
期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜
７
月
31
日
（
木
）

診
断
実
施

10
月
頃

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

住 民 基 本 台 帳 の 閲 覧 結 果

■閲覧日　２月５日
■申請者　NHK放送文化研究所
■閲覧の目的　
環境に関する世論調査、対象者　
抽出のため
■閲覧結果の公表時期と方法
７月、申請者のホームページに　
掲載
■閲覧地域　西八幡
■閲覧件数　12件

■閲覧日　２月13日
■申請者　
厚生労働省国立感染症研究所
■閲覧の目的　
BSEのリスク認知に関する意識　
調査、対象者抽出のため
■閲覧結果の公表時期と方法
８月、記者発表
■閲覧地域　大下条
■閲覧件数　20件

４
月
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
額

が
変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
度
に
申
請
免
除
を

受
け
て
い
た
人
は
…

学
生
の
方
へ
　
４
月
は
学
生
納
付

特
例
制
度
の
申
請
を

ね
ん
き
ん
特
別
便
臨
時
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

地
震
！

あ
な
た
の
住
宅
は
安
全
で
す
か
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●
耐
震
改
修
工
事
費
へ
の
補
助
金

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
す
る
人
に
、
工
事
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
　
市
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
が
総
合
評
点
０
、

７
未
満
「
倒
壊
の
危
険
あ
り
」
と
診
断

さ
れ
た
木
造
住
宅
を
補
強
す
る
た
め

に
行
う
耐
震
改
修
工
事

補
助
額

耐
震
改
修
工
事
費
（
精
密
診
断
や
補
強

計
画
等
も
含
む
）
の
２
分
の
１
以
内
、

か
つ
60
万
円
が
限
度
額

申
込
期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜
６
月
30
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
建
設
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

４
月
か
ら
始
ま
る
新
し
い
制
度
で
、

多
く
の
み
な
さ
ん
が
利
用
す
る
建
築
物

で
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
調
査
や

除
去
工
事
等
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

目
的
は
…

民
間
建
築
物
の
壁
、
柱
、
天
井
等
に

露
出
し
て
吹
き
付
け
ら
れ
た
ア
ス
ベ

ス
ト
の
飛
散
に
よ
る
住
民
の
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
で
す
。

対
象
と
な
る
建
築
物
と
部
分
は
…

多
く
の
み
な
さ
ん
が
利
用
す
る
建
築

物（
店
舗
、
事
務
所
、
工
場
な
ど
）で
、

共
同
で
利
用
す
る
部
分
で
す
。

補
助
対
象
事
業
・
補
助
金
額

●
調
査
事
業

露
出
し
て
施
工
さ
れ
て
い
る
吹
付
け

建
材
に
つ
い
て
行
う
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
の
有
無
に
係
る
調
査
費
用

補
助
金
額

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の
額

（
上
限
10
万
円
）

●
除
去
等
事
業

露
出
し
て
施
工
さ
れ
て
い
る
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
除
去
、
封
じ
込

め
ま
た
は
囲
い
込
み
の
費
用

補
助
金
額

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の
額

（
上
限
４
０
０
万
円
）

※
解
体
を
予
定
し
て
い
る
建
築
物
は
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

事
前
相
談
に
つ
い
て

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
補
助
金
対
象

範
囲
等
の
確
認
の
た
め
、
必
ず
事
前

相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
の
際
に
は
、
配
置
図
、
平
面
図
、

現
況
写
真
な
ど
状
況
の
わ
か
る
資
料

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
建
設
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
等
が
、
通
常

の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
た
め
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
す
る
場
合

に
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。
４
月
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

該
当
に
な
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
２
級
、
療

育
手
帳
A
、
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
２

級
に
該
当
す
る
人

・
山
梨
県
介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け

て
い
る
も
の
に
介
護
さ
れ
て
い
る
人

で
あ
っ
て
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人

該
当
す
る
場
合
で
も
対
象
外
と
な
る
人

・
本
人
も
し
く
は
家
族
が
自
動
車
税
ま

た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
お
よ
び
自

動
車
燃
料
費
助
成
を
受
け
て
い
る
人

・
社
会
福
祉
施
設
、
介
護
保
険
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人

該
当
者
に
は
３
月
中
に
通
知
を
出
し

ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な
い
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
改
定
に
伴

い
、
今
年
度
か
ら
助
成
金
額
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

●
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
券
１
枚
に

つ
き
、
旧
５
９
０
円→

新
６
３
０
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４
　

高
齢
者
の
社
会
活
動
の
範
囲
を
広
め
、

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利

用
券
、
ま
た
は
バ
ス
回
数
券
を
交
付
す

る
助
成
事
業
の
対
象
者
が
、
今
年
度
か

ら
拡
大
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以
上
の

み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
世
帯

の
人
。
引
き
続
き
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
別
世
帯
で
あ
っ
て
も
同
一
敷
地
内
、

隣
、
道
向
か
い
等
に
、
親
族
等
が
い

る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

②
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
。

③
自
動
車
等
を
所
有
せ
ず
、
な
お
か
つ

運
転
を
し
な
い
世
帯
の
人
。

④
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
。

※
３
級
以
下
の
人
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
交
通
機
関

●
タ
ク
シ
ー

乗
車
す
る
際
に
券
の
利
用
が
可
能
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
県
内
の
ほ
と
ん

ど
の
事
業
所
で
利
用
可
能
）

●
バ
ス

山
梨
交
通
（
株
）
が
運
行
し
て
い
る
バ

ス
。（
甲
斐
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

含
む
）

助
成
額

月
額
１
、
４
２
０
円
（
タ
ク
シ
ー
利
用

券
ま
た
は
バ
ス
回
数
券
を
選
択
）

申
請
方
法

対
象
者
の
①
か
ら
④
の
全
て
に
該
当

し
、
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
高
齢

福
祉
課
ま
た
は
竜
王
・
双
葉
支
所
各

地
域
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
高
齢
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

市
で
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者
福

祉
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
民
生
委
員
が
調
査
員
と
な
り
、

高
齢
者
福
祉
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

平
成
20
年
度
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

助
成
制
度
の
ご
案
内

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用

料
金
助
成
事
業
の
対
象
者
が
拡
大

民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト

除
去
工
事
等
を
支
援
し
ま
す
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調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間

４
月
30
日
（
水
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
高
齢
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

市
で
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
金
婚

を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
妻
に
、
お
祝
い
と

し
て
金
婚
記
念
写
真
（
撮
影
代
含
む
一

式
）
を
贈
り
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
者
条
件
は
、
平
成
20

年
４
月
１
日
に
甲
斐
市
に
お
住
ま
い
で
、

婚
姻
届
出
日
が
昭
和
32
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
33
年
４
月
１
日
の
ご
夫
妻
で
す
。

た
だ
し
、
平
成
19
年
度
以
前
に
対
象

と
な
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
除
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
高
齢
者
福
祉
基
礎
調

査
の
際
、
調
査
す
る
民
生
委
員
に
、
対

象
者
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
の
後
で
も
随
時
、
高
齢
福

祉
担
当
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
高
齢
福
祉
課
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

プ
レ
イ
ル
ー
ム
・
絵
本
ル
ー
ム
・
食

堂
が
あ
り
、
甲
斐
市
在
住
（
３
歳
未
満
）

の
親
子
が
自
由
に
使
え
ま
す
。
す
べ
り

台
や
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
絵
本
も
充
実
。

土
曜
日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

リ
ズ
ム
遊
び
や
、
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

対
象
年
齢

水
曜
　
６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

金
曜
　
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
　
窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

４
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象

１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
児
の

親
子

定
員

15
名
（
予
約
制
）

申
込
受
付

４
月
10
日
（
木
）
午
前
９
時

30
分
〜
窓
口
で
の
直
接
受
付
（
電
話
受

付
は
不
可
）

体
験
工
房
で
も
大
人
気
で
す
。

日
時

４
月
19
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

講
師

工
房
き
ら
り
　
山
下
啓
一
さ
ん

対
象

興
味
の
あ
る
人
ど
な
た
で
も

参
加
料

２
、
５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員

10
名
（
予
約
制
）
※
託
児
な
し

申
込
受
付

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

子
育
て
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
子

ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
場
所

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

活
動
内
容

子
育
て
教
室
の
講
師
・
子

育
て
講
演
会
参
加
者
の
託
児
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
敷
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

最
近
「
市
役
所
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し

た
」「
排
水
管
の
清
掃
や
点
検
は
法
律
で

決
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
強
引
に
勧
誘
し
、

宅
地
内
の
排
水
管
を
清
掃
し
て
、
多
額

の
代
金
を
請
求
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

市
役
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
あ
っ
せ

ん
行
為
は
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

排
水
管
の
清
掃
や
修
理
は
、
個
人
の
判

断
で
行
う
も
の
で
す
。
排
水
管
は
、
定

期
的
に
清
掃
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
快

適
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
本
当
に
清
掃
が
必
要
な
状

況
な
の
か
、
良
く
考
え
て
か
ら
業
者
に

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
清
掃
が
必
要
な
状

況
か
判
断
し
か
ね
る
場
合
は
、
下
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
上

下
水
道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か

ら
の
請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は

別
々
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

連
絡
事
項

氏
名
、
転
出
日
、
転
出
先
、
電
話
番
号

①
甲
府
市
上
下
水
道
局
に
連
絡

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

②
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

優
秀
な
生
徒
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
高
校
や
大
学
で
の
修
学
が
困
難
な

人
に
奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
申

請
書
類
を
揃
え
て
教
育
委
員
会
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
要
件

①
学
費
な
ど
の
支
払
が
困
難
で
あ
る
こ

と
（
所
得
基
準
が
あ
り
ま
す
）

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

（
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
）

金
婚
記
念
写
真
を
贈
り
ま
す

子
育
て
ひ
ろ
ば

陶
芸
教
室

下
水
道
課
か
ら

こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を

敷
島
地
区
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

市
奨
学
金
の
貸
付
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②
他
の
制
度
に
よ
る
奨
学
資
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
等

貸
付
金
額

大
学
在
学
者
…
月
額
２
万
円

高
校
在
学
者
…
月
額
１
万
円

貸
付
期
間

大
学
…
最
高
４
年

高
校
…
最
高
３
年

貸
付
利
率

無
利
子

返
還
方
法

貸
付
期
間
終
了
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し

て
６
か
月
を
経
過
し
た
後
10
年
以
内

申
込
期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜
30
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
７
０
３

来
年
の
成
人
式
は
「
成
人
の
日
」
前
日

の
日
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
間

違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
21
年
１
月
11
日
（
日
）

受
付
　
午
前
９
時
か
ら
　

式
典
　
午
前
10
時
か
ら

場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象
者

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
人
で
、
成
人

式
の
企
画
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
一
生

に
一
度
の
成
人
式
を
自
ら
の
手
で
作
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
グ
ル
ー
プ
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。

会
議
日
程
　
６
月
頃
か
ら
開
催
予
定

募
集
内
容

平
成
20
年
成
人
式
の
企
画
（
記
念
品
・

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
・
運
営
（
司
会
・

入
場
整
理
）
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

膝
や
腰
に
負
担
の
少
な
い
、
水
中
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
や
水
中
体
操
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

の
も
と
、
運
動
方
法
を
や
さ
し
く
指
導

し
て
い
き
ま
す
。
顔
を
水
に
つ
け
る
の

が
嫌
い
な
人
で
も
大
丈
夫
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
程

５
月
１
日
（
木
）
〜
７
月
３
日

（
木
）
毎
週
木
曜
日
（
計
10
回
）

※
後
期
は
９
月
か
ら
開
催
し
ま
す
。

場
所

双
葉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

受
講
料

１
、
０
０
０
円

（
初
回
受
講
日
に
納
入
）

募
集
定
員

40
名

受
付
開
始

４
月
７
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
に
て
受
付

駅周辺整備室

駅周辺整備室

工　事　名 業　者　名工事場所
（大字）

工　期
（契約翌日～）

請負金額（円）担当課

竜王駅南通り線歩道整備工事（明許）

竜王駅東通り線歩道整備工事（明許）

四谷建設・羽黒工業竜

王駅南通り線歩道整備

工事（明許）共同企業体

㈱新光土木

竜王新町地内

竜王新町・大下条地内

平成20年 8月 1日

平成20年 8月 1日

28,455,000

16,905,000

平成20年2月26日

平
成
21
年
成
人
式
の
お
し
ら
せ

平
成
21
年
成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

健
康
水
中
体
操
教
室（
双
葉
前
期
）

参
加
者
募
集

ゆっくり練習しますのでパソコンに初め
てさわる人やシニアで、繰り返し練習を
したい人などにおすすめです。 

午前の開講（全4回） 
4月15日（火）、17日（木）、
22日（火）、24日（木） 
午前9時～正午 

初心者 
（マウス操作・キー
ボード入力の練習
をしたい人） 

竜王北部公民館２階
視聴覚教室 

FOM出版 
IT基礎　ワープロ入門 

￥800

FOM出版 
IT基礎 
プレゼンテーション入門 
補助資料付 

￥900

FOM出版 
IT基礎　表計算入門 

￥800

シニア向け 
Microsoft Word入門講座 
（Windows98使用） 

15人 

スライド発表や資料作成などの基本的
な操作練習をします。特殊効果の設定を
するなど楽しい動きのある画面作成を
します。 

夜間の開講（全4回） 
4月16日（水）、18日（金）、
23日（水）、25日（金） 
午後6時30分～9時30分 

WordおよびExcel 
練習済みの人 
（マウス操作・キー
ボード入力がスム
ーズにできる人） 

敷島公民館2階 
研修室A 
（敷島総合文化会館） 

Microsoft Ｐｏｗｅｒ Ｐoint 
入門講座（WindowsXP使用） 20人 

① 

② 

パソコンで表を作ったり計算をしたり、
グラフを作成するなどの基本操作を練
習します。集計表を作りたい人にお勧め
です。 

午後の開講（全4回） 
4月15日（火）、18日（金）、
22日（火）、25日（金） 
午後2時～5時 

Word練習済みの人 
（マウス操作・キー
ボード入力ができ
る人） 

双葉公民館2階 
第２研修室 

Microsoft Excel入門講座 
（WindowsＭｅ使用） 15人 ③ 

講　座　名 内　　　　　　容 日　　　時 場　所 対　　象 定員 教　材　費 

●パソコン教室（4月開講） 
■受講対象者…市内在住の成人 
■申込方法…往復はがきに「パソコン教室申し込み」と記入のうえ 
１．講座番号と講座名　２．氏名（ふりがな）と年齢　３．住所と電話番号を明記して郵
送してください。なお、応募多数の場合は４月10日（木）午前10時から双葉公民館に
て、公開抽選会を実施します。（往復はがき以外の申し込みは抽選外）１つの講座につ
き、１枚の往復はがきでお申込し込みください。 
　なお、パソコンの持ち込みはご遠慮ください。 

 
締め切り　4月 9日（水）必着 
■申し込み・問い合わせは… 
 〒 400-0105　甲斐市下今井236-2 
 甲斐市教育委員会　生涯学習文化課 
 「パソコン教室担当」宛て 
　　 0551（20）3658
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持
ち
物

水
泳
着
、
水
泳
キ
ャ
ッ
プ

（
必
ず
着
用
）、
タ
オ
ル
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催

市
体
育
協
会
卓
球
部

日
時

４
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27

日
（
毎
週
日
曜
日
、
計
４
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
体
育
館
（
旧
中
部
体
育
館
）

対
象

市
内
在
住
者

定
員

30
名

講
師

市
体
育
協
会
卓
球
部
員

参
加
料

無
料

※
用
具
の
貸
出
あ
り
。

申
込
方
法

当
日
会
場
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

主
催

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

期
間

４
月
５
日
〜
平
成
21
年
３
月
28

日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

竜
王
小
学
校
体
育
館

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

内
容

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎
・
実
践

参
加
料

無
料

持
ち
物

体
育
館
履
き
、
タ
オ
ル
等

申
し
込
み

会
場
に
て
随
時
受
付
　

※
途
中
参
加
可

■
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

春
風
に
の
り
、
昔
な
つ
か
し
い
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
、
簡
単
で
楽
し
い
曲

を
指
導
し
ま
す
。

主
催

市
体
育
協
会
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部

日
時

４
月
12
日
（
土
）

※
雨
天
中
止

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園

参
加
料

無
料

申
込
方
法

当
日
会
場
に
て
受
付

注
意
事
項

か
か
と
の
低
い
運
動
靴
な

ど
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
市
体
育
協
会

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
部
長
秋
山
房
子

０
５
５
１
（
２
８
）
７
７
８
０

甲
斐
市
ゆ
か
り
の
文
化
財
を
バ
ス
で

め
ぐ
り
ま
す

受
付

各
回
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

対
象

市
内
在
住
者
お
よ
び
市
内
に
勤

務
さ
れ
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

■敷島公民館　■申し込み・問い合わせは…敷島公民館　　055（277）4111

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

20人 

20人 

20人 

20人 

30人 

ふれあい講座 
ハーモニカ教室 

ふれあい講座 
文学講座 

「太宰  治」を読む 

ふれあい講座 
足裏健康体操 

ふれあい講座 
しいたけ植菌・ 
収穫体験教室 
ふれあい講座 
トレッキング教室 

ハーモニカ振興会公認
指導員　平賀　ひろじ 

山梨県芸術文化協会
朗読講師　永田　京子 

足裏体操インストラクター 
井上　利子 

（株）秋山種菌研究 
名執 正彦 

元清川地域ふれあい館 
館長　小田切 善博 

基本的な音出しから始め、美しいハーモニカの
音色を楽しみながら学びます。※ハーモニカの
ない人は申し込み時、注文を受けます。 

太宰 治の生涯と作品を学びます。作品をみん
なで声に出して読んで楽しみます。 

足裏には、肩こり、冷え性などの病気を治すツ
ボが無数あります。足裏健康体操を学び健康管
理に活かしてみませんか。※足裏体操が初めて
の人優先 

原木にしいたけ菌を植菌し、自分で植えたしい
たけを収穫してみませんか。 

清川地域の山梨百名山（太刀岡山・茅が岳等）・
瑞檣山へ。水の音・鳥の声…自然の中を仲間と
楽しく歩きませんか。※初めて受講する人優先 

全10回 
4月25日～9月12日 
毎月第2・第4金曜日 
午後1時30分～3時30分 
全10回 
4月23日～9月10日 
毎月第2・第4水曜日 
（8月のみ第1週と第3週） 
午後1時30分～3時30分 
全8回 
4月22日～8月12日 
毎月第2・第4火曜日 
午後1時30分～3時 

全3回 
4月19日・8月9日・11月22日 
午後1時～4時 

全8回 
4月17日～11月20日 
（天候等で変更あり） 

1,260円 
筆記用具、C調ハー
モニカ 

無料 
筆記用具 

無料 
膝まで上がるズボン、
タオル、飲み物、5本
指ソックス（なくても可） 

2,000円 
筆記用具、軍手、作業
できる服装 

保険料等負担あり 
弁当、水筒、雨具 

■双葉公民館　■申し込み・問い合わせは…双葉公民館　　0551（20）3666

① 

② 

③ 

④ 

20人 

20人 

15人 

15人 

ふれあい講座 
“健康吹き矢”実践講座 

ふれあい講座 
“カラーセラピー”で自然体 

ふれあい講座 
手軽に「編み物」 
（初級ーかぎ針編） 

ふれあい講座 
消しゴム版画 

日本吹筒道協会 
代表理事　吉田　　隆 

カラークリエーション 
代表　泉野　　晶 

日本編物検定認定講師 
佐野　国子 

日本遊印アート協会 
深沢　洋子 

“吹き矢”は、呼吸器系器官や身体全体の健康
維持・管理に役立ちます。実践を通して自分の
身体の健康を保ちましょう。 

“カラーで本当の自分探し”パーソナルカラー
（似合う色）とカラーセラピー（色彩療法）で本
当の自分を知り表現してみましょう。 

初めての人も自宅にある糸を使って、ベストに
挑戦してみましょう。前空き・かぶりは自分で選
択します。（見本が公民館にあります） 

「消しゴムがこんなにすばらしい原画になるん
だ」と、出来ばえに絶賛できるのでは。誰でも簡
単に楽しく作れます。（見本が公民館にあります） 

全10回 
4月18日～6月20日、9月5日～11月7日 
第1・3金曜日 
（5月のみ第3・5金曜日） 
午前10時～11時45分 
全10回 
4月17日～9月4日 
第1・3木曜日 
（5月のみ第3・5木曜日） 
午後1時30分～3時30分 
全7回 
5月13日 ～6月24日 
毎週火曜日 
午後1時30分～3時30分 
全10回 
5月8日～9月25日 
第2・4木曜日　午後7時～9時 

無料 
タオル・筆記用具、
運動の出来る服装、
運動靴 

1,000円 
筆記用具 
色エンピツ（12色）、
はさみ、のり 

無料 
糸、5号かぎ針、はさみ、
メジャー、筆記用具 

2,000円 
雑巾（タオル）、2Bエ
ンピツ１本 

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

参
加
者
募
集

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
交
流
会

参
加
者
募
集

歴
史
講
座
　
文
化
財
め
ぐ
り

初
心
者
の
た
め
の
市
民
卓
球
教
室

参
加
者
募
集
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… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

29

開
催
内
容（
日
時
・
場
所
）

●
５
月
15
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

武
田
氏
関
連
の
県
内
寺
社
等

（
光
照
寺
薬
師
堂
、武
田
神
八
幡
神
社
、

大
泉
寺
ほ
か
）

受
付
開
始
日

４
月
14
日
（
月
）

●
６
月
19
日
（
木
）

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
７
時

場
所
　
県
内
外
の
学
校
建
築
等
（
旧

睦
沢
学
校
、
武
田
氏
館
跡
、
旧
舂
米

学
校
、
旧
開
智
学
校
、
松
本
城
）

●
10
月
（
予
定
）

場
所
　
市
内
文
化
財
、
向
岳
寺
、
清

白
寺
ほ
か

●
11
月
（
予
定
）

場
所
　
昇
仙
峡
、
羅
漢
寺
ほ
か

※
６
月
以
降
の
講
座
の
受
付
開
始
日
・

開
催
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

広
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定
員

各
40
名

参
加
料

各
回
６
、
０
０
０
円
〜
７
、
０
０
０

円
程
度
（
交
通
費
、
昼
食
代
含
む
）

講
師

羽
中
田
壯
雄
さ
ん

集
合
場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
、
敷
島
総
合

文
化
会
館
、
竜
王
北
部
公
民
館
、
竜

王
南
部
公
民
館
　

※
竜
王
北
部
公
民
館
へ
の
駐
車
は
不
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
　
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

●平成20年度公民館ふれあい講座（前期） 
■受付開始…各公民館とも4月8日（火）午前9時から電話で受付（定員になり次第締切） 

■受講料…無料（講座により教材費がかかります） 

■受講対象…市内在住者および市内に勤務されている18歳以上の人　※一部の講座を除く 

■竜王北部公民館　■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館　　055（276）7511

① 

② 

③ 

20人 

15人 

15人 

（文学）ふれあい講座 
芭蕉と歩く奥の細道 

パートⅡ 

ふれあい講座 
初心者パッチワーク教室 

ふれあい講座 
布ぞうりつくり 

元ことぶき勧学院 
学院長　渡邉　弘 

レイチェル･リンド・キルトクラブ 
小池　由美 

リーダバンク 
小沼　睦代 

昨年は、芭蕉と歩いて「奥の細道」をたどり中尊
寺で、光堂を拝しました。今年はいよいよ山越
えして日本海側、北陸路です。みんなで楽しく
旅をつづけましょう。 
パッチワークを始めてみたい人。誰でも作れる
可愛い小物作りから始めて見ませんか。オリジ
ナルキットを使って作り方を指導します。（見本
が公民館にあります） 

足にも心地よく、足の裏や指の刺激になるので
健康にいいといわれている「布ぞうり」つくりに
挑戦してみませんか。（2本指か5本指ソックス
をお持ちください） 

全10回 
4月23日～6月25日 
毎週水曜日 
午前10時～正午 
全5回 
4月25日～5月23日 
毎週金曜日 
午前10時～正午 

全３回 
5月7日～5月21日 
毎週水曜日 
午後1時30分～3時30分 

筆記用具 

材料費2,500円 
裁縫道具、30㎝定規、
2B鉛筆 

材料費200円 
綿地（シーツ･ゆかた・
スカート・ふとん布等）
めうち、30㎝木製定規、
布きりはさみ、裁縫道
具、　プラスドライバー 

■竜王中部公民館　■申し込み・問い合わせは…竜王中部公民館　　055（276）5782

① 

② 

③ 

15人 

20人 

25人 

ふれあい講座 
気軽に描こう 
油絵体験教室 

こどもふれあい教室 
小中学生 
ふれあい将棋 

ふれあい講座 
健康づくり 
整体体操 

自由美術協会 
西沢　武徳 

日本将棋連盟竜王支部長 
小野　重孝 

スポーツプログラマー 
石原　政文 

油絵に興味があり、日頃から描いてみたいと思
いながら、今までその機会がなかった人は、こ
の教室で、気軽に絵筆をとって描いてみましょ
う。 

友だちと将棋を指して、物事をじっくり考える
力を身につけましょう。初歩から親切に教えて
もらえます。小中学生の初心者大歓迎です。 

体のゆがみを直し、心身のバランスを整える体
操です。整体体操で、体の痛みや不調を取り除
き、元気で健康な体をつくりましょう。 

全5回 
4月18日～6月20日 
第1・3金曜日 
午前10時～正午 

全10回 
4月19日～8月30日 
奇数土曜日 
午前10時～正午 

全10回 
4月25日～6月27日 
金曜日 
午前10時～正午 

2,000円 
絵の具が付いても
いい服装 
ぼろ布（絵筆拭用） 

無料 

無料 
動きやすい服装 
バスタオルまたはヨ
ガマット 

■竜王南部公民館　■申し込み・問い合わせは…竜王南部公民館　　055（276）0711

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

15人 

30人 

15人 

30人 

20人 

ふれあい講座 
生活を豊かに彩る 
伝承教室 

ふれあい講座 
自然に親しみ 

自然を学ぶトレッキング 

ふれあい講座 
癒し陶芸 

いろいろ創って楽しもう！ 

ふれあい講座 
健康ウオーキング教室 

ふれあい講座 
創作つるし飾り雛 
（かがり手毬で） 

和の生活伝承家 
桑原　高子 

甲斐市 
自治会連合会会長 
天野　七郎 

陶芸家 
渡井道輔・幸子 

ウォーキング指導員 
高根　友典 

つるし雛創作家 
望月　初子 

講師の多才な知恵と技を伝承します。郷土食、
布細工、実用細字と絵など毎回内容を変えて実
習制作する即生活お役立て講座です。 

自然に触れ、ゆっくり山を楽しむことがトレッキ
ングの真髄。周辺の山々を歩きそれを実践体験
する講座です。 

食器、香炉、雛人形、花器、明かり、植木受皿等を
制作し陶芸を満喫します。 

ただ歩くのと、ウォーキングの知識があって歩
くのでは結果は大違い。効果的な歩きとそれを
高めるストレッチを習得する実技講座です。 

我家に手作りのつるし飾りがある情景、素敵で
すよ。モダンとレトロを作品に込め時間をかけ
制作。（見本が公民館にあります） 

全6回 
4月23日～5月28日 
毎週水曜日 
午前9時30分～11時30分 

全10回 
4月25日～1月9日 
毎月1回第2金曜日 

全8回 
5月8日～3月12日 
5・6・9・10・11・12・2・3月の
第2木曜日　午前10時～正午 

全10回（前半6回、後半4回） 
4月23日～7月2日、9月24日
～11月5日 
隔週水曜日 
午後１時30分～3時 

全10回 
4月24日～1月22日 
毎月1回第4木曜日　                 
1時30分～3時30分 

2,300円 
初回は調理の服装 
各回 連絡 

実費負担あり 

8,000円 
エプロン 

無料 
ウォーキング可能な
服装 
水分、汗拭き 
筆記用具 

3,000円 
裁縫道具 



ぴ
ゅ
あ
総
合
男
女
共
同
参
画

基
礎
講
座

平
成
20
年
度
自
衛
官
等
の
募
集

今
年
度
も
楽
し
く
気
軽
に
で
き
る
講

座
を
、
年
間
を
通
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
程

５
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30

日
　
金
曜
日

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

内
容

切
り
絵
講
座

講
師

池
田
好
昌
さ
ん

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員

各
20
人

参
加
料

１
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
８
４
　

市
で
は
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
各

種
統
計
調
査
に
従
事
す
る
統
計
調
査
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容

各
種
統
計
調
査
で
調
査
票

の
配
布
や
回
収
、
整
理
な
ど

募
集
期
間

随
時

登
録
要
件

・
市
内
に
居
住
し
、
20
歳
以
上
で
調
査

活
動
が
で
き
る
健
康
な
人

・
調
査
で
知
り
得
た
事
な
ど
、
秘
密
の

保
護
が
で
き
る
人

・
警
察
、
選
挙
、
税
務
事
務
に
従
事
し

て
い
な
い
人

・
平
日
に
開
催
さ
れ
る
説
明
会
等
に
参

加
で
き
る
人

申
し
込
み

指
定
の
調
査
員
登
録
カ
ー
ド
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
本
人
が
企
画
課
窓

口
へ
持
参（
登
録
カ
ー
ド
は
、
企
画
課
、

敷
島
庁
舎
・
双
葉
支
所
各
市
民
課
に

あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
企
画
課
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ヤ
ン
チ
ャ
リ

カ
」
は
、
市
が
光
保
育
園
へ
事
業
委
託
し

子
育
て
全
般
に
関
す
る
専
門
的
な
支
援

を
行
う
拠
点
と
し
て
、
子
育
て
親
子
の

交
流
の
場
の
提
供
や
相
談
、
講
習
会
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時

４
月
24
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

働
く
婦
人
の
家

（
万
才
７
６
１
）

内
容

に
こ
に
こ
体
操
・
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン

持
ち
物

上
履
き
・
飲
み
物

参
加
料

無
料

対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

定
員

40
組
（
完
全
予
約
制
）

申
込
方
法

４
月
４
日
（
金
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

光
保
育
園

（
下
今
井
２
３
７
４
番
地
１
）

０
５
５
１
（
２
８
）
１
５
６
６

展
示

文
化
協
会
川
柳
部

期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜
５
月
15
日

（
木
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

展
示

水
彩
画
の
会
・
書
道
ク
ラ
ブ

期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜
６
月
30
日

（
月
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
双
葉
公
民
館
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
６
６

ぴ
ゅ
あ
総
合
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
講
座
で
す
。

男
女
共
同
参
画
の
プ
ラ
ン
や
条
例
を

市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、
具

体
的
な
実
践
方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

内
容

第
１
部
「
男
女
共
同
参
画
っ
て
な

あ
に
」（
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

第
２
部
「
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ツ
教
え
ま

す
」（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

日
時

４
月
25
日
（
金
）

第
１
部
　
午
前
10
時
〜
正
午

第
２
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

対
象

県
民
一
般
１
０
０
名

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
添
え
て
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
は
が
き
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
（
未
就
学
児
）
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
し
込
み
の
際
に
年
齢
お
よ
び

名
前
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

４
月
24
日
（
木
）

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も

受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

０
５
５
（
２
３
５
）
４
１
７
１

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
幹
部
候
補
生

お
よ
び
予
備
自
衛
官
補
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

●
幹
部
候
補
生

募
集
種
目

○
一
般
・
技
術

資
格

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

※
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
み
含
）

・
入
隊
後
約
１
年
で
３
等
陸
・
海
・
空

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報
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… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

統
計
調
査
員
を
募
集

「
ヤ
ン
チ
ャ
リ
カ
」園
外
親
子
ふ
れ

あ
い
広
場

高
齢
者
向
け
教
養
講
座

「
ト
ラ
イ
２
０
０
８
」

竜
王
南
部
公
民
館

双
葉
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介



尉
　
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
は
２

等
陸
・
海
・
空
尉

○
歯
科
・
薬
剤

資
格

専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
）
20
歳

以
上
30
歳
未
満

※
薬
剤
は
26
歳
未
満
の
者
（
薬
学
修
士
学

位
取
得
者
は
28
歳
未
満
）

・
免
許
取
得
後
、
歯
科
は
２
等
陸
・

海
・
空
尉
　
薬
剤
科
は
、
入
隊
後
約

１
年
で
３
等
陸
・
海
・
空
尉

願
書
受
付
期
間

４
月
１
日
〜
５
月
12
日

第
１
次
試
験

５
月
17
日

●
予
備
自
衛
官
補

募
集
種
目

○
一
般

資
格

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

・
３
年
間
で
50
日
間
訓
練
参
加
後
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
任
用

○
技
能

資
格

18
歳
以
上
・
保
有
す
る
技
能
に

応
じ
53
〜
55
歳
未
満
の
者

・
２
年
間
で
10
日
間
訓
練
参
加
後
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
任
用

願
書
受
付
期
間

第
１
回
　
４
月
14
日
ま
で

第
２
回
　
７
月
22
日
〜
10
月
10
日

第
１
次
試
験

第
１
回
　
４
月
19
日

第
２
回
　
10
月
下
旬

※
第
１
回
で
採
用
予
定
者
数
を
採
用
し

た
場
合
、
第
２
回
は
実
施
し
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
　
南
ア

ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
８
３
）
５
１
５
０

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
　
本
部

募
集
課

０
５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
や
さ
し

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
お
願
い
す
る
河

川
は
、
富
士
川
お
よ
び
笛
吹
川
で
す
。

期
間

７
月
１
日
〜
平
成
22
年
６
月
30
日

（
２
年
間
）

応
募
資
格

山
梨
県
内
も
し
く
は
静
岡
県
内
に
在

住
し
、
富
士
川
お
よ
び
笛
吹
川
付
近

（
概
ね
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
）
に
住

む
20
歳
以
上
の
人

謝
礼

実
費
程
度

応
募
期
限

５
月
16
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

０
５
５
（
２
５
２
）
８
８
８
８

主
催

双
葉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

日
時

４
月
19
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
40
分

会
場

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

内
容

記
念
式
典
「
夢
を
育
む
集
い
」

合
唱

ふ
た
ば
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

演
奏

双
葉
中
学
校
吹
奏
楽
部

定
員

４
０
０
名
（
先
着
順
）

行

政

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

募

集

ス

ポ

ー

ツ

相

談

そ
の
他
の
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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甲
府
地
区
広
域
事
務
組
合

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

貸
出
教
材

16
ミ
リ
映
写
機
・
16
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
・
ビ
デ
オ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
・
ス
ク
リ
ー
ン
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ポ

ー
タ
ブ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
　
他

利
用
資
格

甲
府
市
、
甲
斐
市
、
中
央

市
、
昭
和
町
に
お
け
る
学
校
教
育
・

社
会
教
育
・
そ
の
他
の
機
関
お
よ
び

団
体

※
営
利
目
的
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

使
用
料

無
料

申
込
方
法

利
用
す
る
団
体

の
責
任
者
が
所

定
の
申
込
書
に

記
入
し
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ

い
。（
電
話
予
約

も
可
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
　

０
５
５
（
２
２
８
）
７

６
４
１

甲
府
市

第
45
回
武
田
城
下
祭
り

日
程

４
月
６
日
（
日
）

○
パ
レ
ー
ド
　
子
ど
も
武
者
隊
・
な
ぎ

な
た
隊
、
音
楽
隊
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
パ
レ
ー
ド

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

○
中
央
商
店
街（
か
す
が
も
ー
る
）の
イ

ベ
ン
ト
　
甲
府
ば
や
し
の
演
奏
、
江

戸
曲
独
楽
、
は
し
ご
の
り
、
き
や
り
、

み
こ
し

○
舞
鶴
城
公
園
の
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
舞
鶴
城
公

園
の
イ
ベ
ン
ト

※
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
開
催
時
間
は
異

な
り
ま
す
。

武
田
二
十
四
将
騎
馬
行
列

信
玄
公
の
命
日
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ

る
祭
り
。
一
般
参
加
者
に
よ
る
二
十
四

将
騎
馬
行
列
を
中
心
に
、
み
こ
し
な
ど

総
勢
４
０
０
余
名
が
武
田
神
社
を
出
発

し
、
市
内
一
円
を
勇
壮
に
パ
レ
ー
ド
。

日
時

４
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
市
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

０
５
５
（
２
３
７
）
５
７
０
２

中
央
市

中
央
市
れ
ん
げ
ま
つ
り

春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
中
央

市
れ
ん
げ
ま
つ
り
が
一
面
の
れ
ん
げ
畑

に
囲
ま
れ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
好
評
の
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ
を
は
じ

め
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場

中
央
市
玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
広
場

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
央
市
３
大
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

０
５
５
（
２
７
４
）
８
５
８
２

双
葉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
20
周
年
記
念
行
事

川
を
き
れ
い
に

〜
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
〜

08’
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入
場

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局

０
５
５
１
（
２
８
）
５
１
８
１

（
月
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

日
時

４
月
26
日
（
土
）
・
27
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

内
容

・
植
木
・
草
花
・
鉢
物
・
園
芸
資
材
等

の
販
売

・
地
元
ひ
ま
わ
り
の
会
に
よ
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

・
飲
食
コ
ー
ナ
ー

・
緑
の
中
の
お
茶
会
（
甲
斐
市
文
化
協
会

茶
道
部
）
※
26
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
の
み
開
催

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

０
５
５（
２
７
６
）２
０
２
０

改
正
ポ
イ
ン
ト

・
労
働
条
件（
労
働
基
準
法
の
義
務
に
加

え
、
昇
給
・
退
職
手
当
・
賞
与
の
有

無
）
を
明
示
し
た
文
書
交
付
の
義
務

化
と
、
待
遇
の
決
定
に
あ
た
り
考
慮

し
た
事
項
の
説
明
義
務
化
。

・
す
べ
て
の
パ
ー
ト
労
働
者
に
均
衡
の

と
れ
た
待
遇
の
確
保
の
推
進
。
特
に

通
常
の
労
働
者
と
同
視
す
べ
き
パ
ー

ト
労
働
者
の
待
遇
に
つ
い
て
、
差
別

的
取
り
扱
い
の
禁
止
。

・
通
常
の
労
働
者
へ
の
転
換
の
推
進
。

・
苦
情
処
理
・
調
停
な
ど
紛
争
解
決
援

助
制
度
の
創
設
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
労
働
局
雇
用
均
等
室

０
５
５
（
２
２
５
）
２
８
５
９

新入学児童等の犯罪被害防止
県警では、子どもを犯罪被害から守るため、防犯教室・防犯

指導において、児童たちに「イカのおすし」を合い言葉に被害
防止教育を行っています。
イカ…「行かない」（知らない人について行かない）
の…「乗らない」（知らない人の車に乗らない）
お…「大声で叫ぶ」（助けてと大きな声をだす）
「防犯ブザーを鳴らす」

す…「すぐ逃げる」（こわかったら大人のいる方にすぐ逃げる）
し…「知らせる」（どんな人が何をしたか、家の人に知らせる）
また県警では、声掛けなどの不審者情報等を「いつでも」「ど

こでも」「いち早く」みなさんの携帯電話等にメール配信する「ふ
じ君安心メール」サービスを行っています。
※ふじ君安心メール登録（携帯電話）アドレス
https://www.pref.yamanashi.e-machinavi.jp/fujikun_m/regist.aspx

春の全国交通安全運動
春の全国交通安全運動が、４月６日（日）から15日（火）まで

の10日間実施されます。また、期間中の４月10日は「交通事
故死ゼロを目指す日」となっています。
運動の基本は「子どもと高齢者の交通事故防止」とし、
１　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい　

着用の徹底
２　自転車の安全利用の推進
３　飲酒運転の根絶の３項目を重点としています。
この運動を機に交通ルールを守り、安全で快適な交通環境を

作っていきましょう。

■問い合わせは…韮崎警察署交通課　 0551（22）0110（代）

山
梨
グ
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ン
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ェ
ア

■甲斐市の人身事故多発路線 

■甲斐市の事故多発交差点 

 区　　間 事故件数 主な事故形態 

1
 国道20号サテライト双葉 

31件 追突・右折時
 

 ～九州石油交差点までの間 

2
 国道20号山縣神社北交差点  

37件 追突・左折時 
 ～富竹新田交差点までの間 

3 国道52号竜王立体～名取交差点までの間 20件 追突 

4
 アルプス通り開国橋東詰交差点 

36件 追突・出合頭衝突 
 ～西八幡南交差点までの間 

1 国道20号双田道交差点付近 7件 追突・右折時 

2 国道20号ラーメン｢くらま｣前交差点付近 8件 追突・出合頭衝突 

3 国道20号富竹新田交差点付近 10件 追突・左折時 

4 アルプス通り開国橋東詰交差点付近 11件 追突・出合頭衝突 

5 アルプス通り竜王西小北交差点付近 8件 右折時・追突 

6 廃軌道玉幡交差点付近 6件 追突・右折時 

7 甲府韮崎線東町交差点付近 7件 追突 

8 市道柳田交差点付近 6件 右折時 
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犬を譲り受けたり、犬を飼う場
所が変わった場合などに必要な「犬
の登録事項変更届」と、飼い犬が死
亡した場合に必要な「犬の死亡届」が、
インターネットを通じて市役所へ届け出がで
きます。市では、山梨県と市町村で取り組んでい
る「やまなしくらしねっと(https://www.e-tet
suzuki99.com/eap-pj/yamanashi/)」において、
「犬の登録事項変更届（市内での移動のみ）」と「犬
の死亡届」の受け付けを行なっていますのでご利
用ください。
利用方法
甲斐市ホームページのトップページにある「やま
なしくらしねっと」をクリック。［電子申請］ボタ
ンを選択し、次の［電子申請・届出サービス］画面
で【甲斐市】を選択、［申請・届出をする］ボタン
から「犬の登録事項変更届」または「犬の死亡届」
を選択できます。
なお、届け出には、利用者登録が必要です。利

用者登録を行ってから手続きしてください。また、
操作方法等ご不明な点は、コールセンター（
0570-018074）にお問い合わせください。

家庭等において伐採されたせん定
枝を粉砕処理します。
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径

10cm以下のものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象としま

す。
※枯れた枝、葉っぱ類、根の部分、腐食した物、
金属類がついた枝、草・竹等は受け入れしません
ので注意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。

粉砕チップを希望する人へ
粉砕処理したチップを市内在住者に無料で差し

上げます。受入時間内に袋を持参して係員の指示
に従ってください。

竜王地区・河川清掃は、
4月20日（日）に行ないます

今年の竜王地区河川清掃は、4月20日（日）に実施
します。みなさんの手で川をきれいにしましょう。
なお、少雨決行としますが、大雨など悪天候に

より中止となる場
合は、防災無線で
連絡します。
※雨天中止の場合
は、4月27日（日）
に行ないます。
■問い合わせは…
竜王支所地域課
（竜王庁舎１階）
055（278）1666

愛犬の登録と狂犬病予防集合注射を
実施します

平成20年度の登録・狂犬病予防集合注射を実施します。日
程表をご覧になり、最寄りの会場で受けてください。
【登録について】
狂犬病予防法で1頭につき1回の登録が義務付けられています。
※初めて犬の登録をする人は、裏面の「犬の新規登録申請書」
に必要事項を記入し、当日会場に持参してください。

【狂犬病予防注射について】
生後91日以上の犬には毎年1回受けさせなければなりません。

（狂犬病予防法第5条第1項）
登録済の犬は、飼い主宛に発送されたはがきを、注射当日必
ずお持ちください。
【その他】
次の項目に該当する場合は届出・申請が必要となります。
①犬が死亡したとき「死亡届」
②飼育場所が変わったとき・他人に譲ったとき・飼主が転出
（転居）するとき「登録事項変更届」
③鑑札、注射済票をなくしてしまったとき「再交付申請書」
集合注射終了後に新たに犬を飼う場合は、各自で狂犬病予
防注射を受けて届け出てください。

■届出・問い合わせは…
環境課（双葉庁舎1階) 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎2階） 055（277）3113

せん定枝粉砕処理「犬の登録事項変更届」お
よび「犬の死亡届」の電子
申請受付について

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

写真：昨年の様子
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【犬の新規登録申請書】

【集合注射の料金】

【集合注射時の注意事項】

※印欄には、申請者の住所と犬の所在地が異なる
　場合のみ記入すること。
☆印欄は、記入しないこと。

住　所

ふりがな

氏　名 電話番号

所在地

種　類

毛　色

犬の名

生年月日

性　別 おす ・ めす

大 ・ 中 ・ 小犬の体格

登録番号

※

☆ 注射済
票番号

☆

竜 王 地 区
実 施 日 場 　 所 時 　 間

竜 王 4 区 公 会 堂

竜王スポーツセンター

竜王新町下公民館

竜王東児童センター駐車場

働 く 婦 人 の 家

榎 公 民 館

竜 王 南 部 公 民 館

竜 王 中 部 公 民 館

玉川東区集落集会所

竜 王 北 部 公 民 館

八幡新田1区公民館

玉 川 西 区 公 会 堂

竜 王 北 部 公 民 館

竜 王 南 部 公 民 館

5月13日（火）

5月14日（水）

5月15日（木）

5月20日（火）

5月21日（水）

5月22日（木）

5月25日（日）

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午前9時～11時45分

双 葉 地 区
実 施 日 場 　 所 時 　 間

上 志 田 公 民 館

宇 北 公 民 館

滝 沢 公 民 館

下 今 井 公 民 館

双 葉 庁 舎 前

菖蒲沢グラウンド

新・新 田 公 民 館

団 子 公 民 館

高 原 団 地 公 民 館

双葉保健福祉センター前

桃花の街クラブハウス

登 美 団 地 公 民 館

双 葉 庁 舎 前

4月15日（火）

4月16日（水）

4月17日（木）

4月18日（金）

4月20日（日）

午前9時～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後1時30分～2時30分

午後2時45分～3時45分

午前9時～10時15分

午前10時30分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午後1時30分～3時30分

3,400円

6,400円

注射料2,850円+注射済票550円

登録料3,000円+3,400円（注射料+注射済票）

注 射 の み

新規登録と注射

敷 島 地 区
実 施 日 場 　 所 時 　 間

清川地域ふれあい館

睦沢地域ふれあい館

吉沢地域ふれあい館

境 老 人 憩 い の 家

敷 島 台 集 会 場

天 狗 沢 公 民 館

東 町 公 会 堂

西 町 公 会 堂

松 島 団 地 集 会 場

長 塚 公 民 館

大 下 条 公 会 堂

敷 島 庁 舎 前

4月  7日（月）

4月  8日（火）

4月10日（木）

4月11日（金）

4月13日（日）

午前9時30分～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～10時

午前10時15分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～10時30分

午前10時45分～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

午後1時30分～3時30分

午前9時～11時45分

※当日は大変混雑しますので、おつりのないようお願いします。

※発熱、下痢等健康上の異常がある場合、今までに注射、ワクチ
ン等で体調が悪くなったことがある場合、老犬、妊娠など特別
な状態にある場合は、かかりつけの獣医師にご相談ください。

※ふんの放置は絶対にやめ、飼い主が責任をもって始末してくだ
さい。
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●健診受診調査および総合健診申し込みについて
今年度も、市では総合健診（特定健診含む）を実施します。
健診実施前に、「健診受診調

査及び総合健診申込書」を各世
帯に送付します。内容等詳細に
ついては案内をご覧ください。
加入している医療保険の種

類、年齢によって2種類の調査
票があります。世帯によっては2部送付される場合があります。

申込書が届いたら、必ず全員（20歳以上）の必要事項を記入し、期日までに同封されている返信用封筒
にて健康増進課まで返信してください。
※「健診受診調査及び総合健診申込書」は総合健診の実施時期に合わせて送付するため、地区ごとに送
付の時期が異なります。双葉地区は４月初旬に発送します。4月10日を過ぎても届いていない人は、
お問い合わせください。なお、竜王地区は4～5月、敷島地区は6月に発送します。

●人間ドック受診申し込み
申込期間 4月7日（月）～16日（水） 対 象 者 40歳以上の人。社会保険本人は対象外。
申込場所 健康増進課、竜王支所地域課、双葉支所地域課
申込方法 指定医療機関の中から希望する医療機関を選び、申請してください。その場で受診券を発行

します。（総合健診申込書とは別に申請が必要）受診券発行後、ご本人から医療機関へ予約を
していただきます。受診期間は平成20年12月31日までです。

持 ち 物 健康保険証、印鑑　※社会保険扶養の人は、加入医療保険者から発行される特定健診受診券
料　　金 市では、年齢・検査項目により次のとおり金額を補助します。
【40～74歳の人】
・基本健診（特定健診含む）のみ受けた場合、22,000円
・基本健診（特定健診含む）に加え…

前立腺がん検査を受けた場合、23,000円
子宮がん検査または乳がん検査（マンモグラフィー検査）どちらかを受けた場合、24,000円
子宮がん検査と乳がん検査（マンモグラフィー検査）の両方を受けた場合、25,000円

※甲斐市国民健康保険加入者は、さらに特定健診分として国保より8,000円の補助があります。それ以
外の保険加入者は、各保険者により補助額は異なります。（詳細は加入保険者にお問い合わせください）
※自己負担金は実際に検査にかかった金額から、市の補助金と保険者の補助金を差し引いた分の金額と
なります。

【75歳以上（健診受診日の年齢）の人】
・基本健診のみ受けた場合、30,000円
・基本健診に加え…

前立腺がん検査を受けた場合、31,000０円
子宮がん検査または乳がん検査（マンモグラフィー検査）どちらかを受けた場合、32,000円
子宮がん検査と乳がん検査（マンモグラフィー検査）の両方を受けた場合、33,000円

※申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受け付けします。予約状況により希望する医療機関で受け
られないこともありますので、早めに申請し予約することをおすすめします。

1

テーマ・講師 
～体スッキリ　頭スッキリ及び3B体操～ 
講師　生涯学習指導者　輿石　王子 
 
～音楽療法～ 
講師　ミュージック・ラボ・やまなし 

代表　青柳伸二 

日　　時 
4月12日（土） 
午後1時30分～ 

 
4月18日（金） 
午前10時～ 
　　11時30分 

場　　所 
高原団地公民館 
大垈100-130 
 
仲町公民館 
富竹新田1265-2

対象者 

興味関心のある人 

問い合わせ（委託先） 
「ひかりの里」 
双葉在宅介護支援センター 
　 0551（28）5545 
竜王在宅介護支援センター 
（竜王保健福祉センター内） 
　 055（279）1113

＜脳のいきいき教室＞ 

＜介護予防教室＞ 
テーマ・講師 

～栄養改善教室～ 
講師　管理栄養士　佐野桂子 
 
～転倒一瞬！怪我一生！～ 
講師　甲府南ライフケアセンター　井口恭一 
 
～ストレッチ・ダンス～ 
講師　介護予防運動指導士　富山忠 

日　　時 
4月11日（金） 
午前10時～ 

11時30分 
4月12日（土） 
午前10時30分～ 

正午 
4月２４日（木） 
午後１時30分～ 

場　　所 
仲町公民館 
富竹新田1265-2 
 
榎公民館 
篠原700-5 
 
大下条公民館 
大下条1071-1

対象者 

興味関心のある人 

問い合わせ（委託先） 
竜王在宅介護支援センター 
（竜王保健福祉センター内） 
　 055（279）1113 
めぐみ荘在宅介護支援センター 
　 055（278）0881 
 
在宅介護支援センター敷島荘 
　 055（277）8818

申込対象者 
国民健康保険の人 
社会保険扶養家族で20歳～39歳の人 
75歳以上の人
社会保険扶養家族で40～74歳の人 

実施時期 
 

6 月～10月 
 

11月 

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎）　055（277）4735 
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）　055（278）1666　　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）　0551（20）3651
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●第2期二種混合予防接種について
第2期二種混合予防接種は、乳幼児期に第1期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第2期と

して二種混合予防接種を行うことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了してい
ない場合は、今回の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、ご相談ください。
対　象 小学6年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証　　接種医療機関 市内指定医療機関
接種方法 1週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置さ

れています。なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●不妊治療費助成事業について
市では、不妊治療のうち、保険外診療である特定不妊治療（体外受精および顕微授精）については、1回

の治療費が高額で経済的負担が重いため、その軽減を図ることを目的として、費用の一部を助成します。
なお、4月から対象者が拡充されました。

対象者 1．夫婦のどちらかが申請時に1年以上継続して甲斐市に住所を有していること
2．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療（体外受精および顕微授精）以外の治療法によって
は妊娠の見込みがないかまたは極めて少ないと医師に判断された夫婦であること

3．夫婦の所得合計額が730万円未満であること
助成額 1年度当たり10万円を限度に2回。通算5年間
手続き 治療が終了した日から起算して1年以内に申請書等を市に提出する。

※申請に必要な書類は下記までお問い合わせください。

●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日　時 4月25日（金）、5月30日（金） 午後2時30～4時30分
※予約制となりますので、希望日をご連絡ください。
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料（1回100円）必要
持ち物 運動靴/運動のできる服装
②水中ウォーキング
場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められるが長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受けるのが困難な人
安全のため、かかりつけ医師の診断書（費用の補助はありません）が必要な場合もあります。聞き
取りの上、予約制になります。

■申し込み・問い合わせは…敷島保健福祉センターに直接（月曜日休館） 055（277）7311

 指定医療機関 住　　所 電話番号 

 林野医院 西八幡2436 055（276）2816 

 保坂医院 富竹新田410 055（276）2619 

 竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155 

 清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366 

 中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111 

 杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088 

 芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355 

 竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132 

 竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611 

 保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550 

 三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222 

 大久保医院 島上条213-3 055（277）2129 

 指定医療機関 住　　所 電話番号 

 小山医院 島上条492-1 055（277）5102 

 志鎌整形外科 長塚2 055（277）6761 

 敷島クリニック 中下条246 055（277）8300 

 大沢医院 長塚115-11 055（277）1020 

 大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200 

 桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505 

 中島医院 下今井88-1 0551（28）2181 

 双葉クリニック 竜地4710-1 0551（28）6789 

 本橋医院 岩森79-1 0551（28）6130 

 響が丘整形外科 竜地2563-14 0551（30）8100 

 ふたば内科消化器科医院 竜地2795-10 0551（28）8227

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎）　055（277）4735 
　竜王支所地域課（竜王庁舎１階）　055（278）1666　　双葉支所地域課（双葉庁舎１階）　0551（20）3651
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●乳幼児健診
受付時間 午後1時10分～1時30分 ◎午前中の受付は致しません。
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（11か月、1

歳6か月、2歳、3歳児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、1歳6か
月、2歳、3歳　※普段使用しているもの）

※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後3時30分～4時30分）
4月16日（水） 敷島保健福祉センター
4月18日（金） 竜王保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情

報交換ができる教室です。
受付 午後1時30分～1時45分（教室　午後1時30分～4時頃） ◎申し込みが必要（事前に要連絡）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、問診票、水分補給が必要な人は、麦茶等

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティクラス
4月から内容を変更し、妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場

として行います。◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

●乳幼児予防接種について

●小学校入学前に、2回目の麻しん風しん混合予防接種を受けましょう
定期の予防接種として、麻しん風しん予防接種が混合ワクチンとなり、2回接種となりました。

第1期：1歳児　第2期：年長児（就学1年前の児）
第2期の年齢を過ぎてしまうと定期予防接種として受けることができません。（公費負担の対象となりま
せん）。
第2期対象児接種期間 3月31日まで

2

内　　容 
4か月児健診 

〃 
11か月児健診 

〃 
1歳6か月児健診 

〃 
2歳児健診 
〃 

３歳児健診 
〃 

実施月日 
4月21日（月） 
4月24日（木） 
4月22日（火） 
4月25日（金） 
4月10日（木） 
4月17日（木） 
4月 8 日（火） 
4月14日（月） 
4月16日（水） 
4月18日（金） 

該　当　児 

H19．12月生 

H19． 4 月生 

H18． 9 月生 

H18． 3 月生 

H16．10月生 

対象地 
敷島・双葉 
竜王 
竜王 

敷島・双葉 
竜王  

敷島・双葉 
竜王  

敷島・双葉 
敷島・双葉 
竜王 

実 施 場 所 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 

 内　　容 実施月日 該 当 児  実 施 場 所 
 後期の離乳食教室 4月11日（金） H19．6 月生 竜王保健福祉センター 
 前期の離乳食教室 4月28日（月） H19．10月生 敷島保健福祉センター 

発 行 時 間  
場 所  
持参するもの 

開庁時間（午前8時30分～午後5時30分） 
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 
印鑑 

内　　　容 
第 1 課　妊娠中の生活・妊婦体操について 

（助産師、インストラクター、保健師） 
 
第 2 課　母乳について 

（助産師、保健師） 

実施月日 
4月７日（月） 

午前9時30分～正午 
 

4月21日（月） 
午前9時30分～正午 

対　　象 

甲斐市に在住する
５か月過ぎの妊婦
とその家族 

実施場所 

敷島保健福祉センター 

持参するもの 
母子健康手帳、筆記用具 
※第1課は医師意見書を添
　え、当日お持ちください。
　運動のできる服装、水分補
　給の必要な人は、お茶等
　を持参。意見書のない人
　は妊婦体操は見学可 

内　　容 
ＢＣＧ、三種混合、二種混合 
麻しん風しん混合 
麻しん、風しん、日本脳炎 

事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。 
麻しん･風しん混合予防接種の予診は、各医療機関に設置してあります。 
日本脳炎予防接種については平成17年5月30日より引き続き積極的勧
奨を差し控えます。 

特　　記　　事　　項 種　別 

個別接種 

持ち物 
母子健康手帳 
予診票、保険証 



４月
救急医療
まずは連絡してから…
救急医療
まずは連絡してから…

山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談

木水 金 土

9 10 11 12

2 3 4 5

16 17 18 19

23 24 25 26

30

●青空市場
　午前9：00　
　敷島総合文化会館前駐車
場

●青空市場
午前9：00　
　敷島総合文化会館前駐車
場
●フォークダンス交流会
　午前10：00　
　赤坂台総合公園

●交通事故死ゼロを目指す
日

●休館日
●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　百楽泉
●行政相談
　午後1：30～4：00
　竜王南部公民館
　敷島総合文化会館
　双葉公民館

●青空市場
　午前9：00
　敷島総合文化会館前駐車
場

●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　百楽泉

●休館日
●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　志麻の湯
●市民相談
　午後1：30～4：00
　敷島総合文化会館

●青空市場
　午前9：00
　敷島総合文化会館前駐車
場

●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　志麻の湯
●5月分学校体育施設・6月
分社会体育施設開放随時
受付開始

●休館日
●市民相談
　午後1：30～4：00
　双葉公民館

●休館日
●介護保険料第１期納期限
　

甲府CATV市町村インフォメーション市の生活情報やイベント情報を文字情報でお届けしています。
月～金  午前7時20分～、午後7時00分～
土・日    午前8時55分～、午後4時55分～

お知らせお知らせ
Kai・遊・パーク無料開放日
　Kai・遊・パークでは、2・9・16・23・30日の水曜日の午
後1時から5時までに受付された市内在住の65歳以上の
方と障害者のみなさんに施設を無料開放いたします。また、
介助が必要な障害者の場合は、介助者お一人まで無料です。
どうぞ、ご利用ください。

ゆうのう市場が毎週日・水・土曜日に開催
　クラインガルテンクラブハウスで開催される「ゆうのう
市場」。地元農家の新鮮野菜や果実がいっぱいです。
●開催日  毎週日・水・土曜日  午前9時から
●場　所  クラインガルテンクラブハウス

●双葉B＆Gセンター開館
　午前10：00
●市民相談
　午後1：30～4：00
　竜王図書館
●家庭児童相談室定例相談
会
　午後1：30～3：30
　敷島庁舎福祉相談室

●市立小学校入学式

●身体障害者出張相談
　午後1：30～3：30
　敷島保健福祉センター相
談室A

釜

釜

釜

釜図 百 農
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APRIL
４４４月月
救急医療救急医療
まずは連絡してから…まずは連絡してから…
救急医療救急医療
まずは連絡してから…まずは連絡してから…
■竜王・敷島地区にお住まいの人
●救急医療センター…　055（226）3399
　夜間救急診療…毎日午後7時～翌朝7時
　応需医療機関の検索、紹介…24時間対応

●小児救急センター…　055（226）3399
　日曜・祝日…午前9時～翌朝7時
　土曜日…午後3時～翌朝7時
　夜間（毎日）…午後7時～翌朝7時

●歯科救急センター…　055（220）1199
　夜間歯科救急診療…

平日・土曜日…午後7時～11時
日曜・祝日…午後5時～11時

●救急調剤センター…　055（236）5200
　夜間救急調剤…毎日午後7時～11時
　医療品の情報提供等…

毎日午前9時～午後5時

●精神科救急医療相談…　055（254）3119
　平日…午後5時15分～9時15分
　土・日・祝日…午前11時～午後7時30分

■双葉地区にお住まいの人
●峡北消防本部…　0551（22）8181

(音声テレホンガイド)
　平日…午後5時15分～翌朝8時30分
　土曜・日曜・祝日　24時間対応
※峡北消防本部で対応できなかった場合

●山梨県救急医療情報センター…　
055（224）4199

●休日、夜間の水道管の故障・漏水など緊急時は…
　甲斐市役所（当直）
　　055（276）2111

●平日（昼間）の本管から水道メーターまでの
　故障・漏水など緊急時は…
　水道局工務課
　　055（276）0734

●平日（昼間）の宅地内の故障等は…
　甲斐市管工事協同組合
　　055（279）6326
※指定給水装置工事事業所が対応します。
また、個人所有の給水施設修理（タイル舗装等の特殊
な構造物等も含む）は、みなさんの負担になります。

※なお、次の字名の甲斐市牛句・大久保・境・大下条・
中下条・長塚・島上条・天狗沢の方は、甲府市上
下水道局へ問い合わせ願います。

●甲府市上下水道局
　　055（228）3311

救急医療
まずは連絡してから…

山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談山梨県小児救急電話相談

水道が故障・漏水した時の連絡方法

発熱、下痢、嘔吐、ひきつけなどの、子どもの夜
間の急な病気については、まず、次の番号に連
絡し相談してください。

●電話番号 ♯8000（短縮ダイヤル）
 　055（226）3369
 　（ダイヤル回線）

●利用時間 毎日午後7時～11時

●対 応 者 看護師

●和永設備工業…山梨市歌田115-1 　0553（22）7518　●C＆K…南アルプス市沢登472 　055（282）0157
●第一水道建設工業…南アルプス市有野2723-102 　055（285）2608
●（有）橘田総合サービス…甲州市塩山赤尾829-3　 0553（33）2919

■下水道新規指定店 【問い合わせは…下水道課（竜王庁舎2階） 　055（278）1670】
●（有）古屋商店…甲府市朝気1-2-66 　055（237）0704

■指定給水装置工事事業者 【問い合わせは…水道局工務課（水道局2階） 　055（276）0734】

月日 火

6 7 8

1

13 14 15

20 21 22

27 28 29

●休館日●休館日
●野菜即売会
　午前9：00　JA竜王
●市立中学校入学式

●春の全国交通安全運動
　（4月16日まで）
●光照寺薬師堂祭典
　午前10：00　光照寺

●休館日
●おみゆきさん

●休館日
●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　釜無川レクリエーション
センター

●休館日
●いきいき健康相談
　午前10：00～正午
　釜無川レクリエーション
センター

●甲斐市体育協会総会
　午後7：30
　双葉ふれあい文化館

●休館日
●5月分学校体育施設一斉
開放受付：午後7：00

●6月分社会体育施設一斉
開放受付：午後8：00

　双葉公民館

●休館日●休館日

●休館日
●固定資産課税台帳の閲覧、
土地・家屋価格等縦覧帳
簿の縦覧（6月２日まで）

●甲斐市ホームページリニ
ューアル

●竜王地区河川清掃
　（雨天の場合は27日）
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本人確認書類本人確認書類が
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必要必要となりますなります
本人確認書類が
必要となります
本人確認書類が
必要となります

5月1日からから5月1日からから5月1日からから5月1日から5月1日から

■問い合わせは…■問い合わせは…市民課（竜王庁舎１階）　　市民課（竜王庁舎１階）　　055055（278278）16641664■問い合わせは…市民課（竜王庁舎１階）　　055（278）1664

●提示していただく本人確認書類（主なもの）
　＜いずれか2点＞
　●健康保険証
　●年金手帳
　●年金証書
　●介護保険被保険者証　など

  ＜いずれか1点＞
  ●運転免許証
  ●パスポート
  ●住民基本台帳カード（顔写真付）
  ●身体障害者手帳　など

または

●対象となる証明書（主なもの）対象となる証明書（主なもの）

　・住民票の写し　・住民票の写し ・戸籍謄本・戸籍謄本

　・戸籍の附票　・戸籍の附票 ・身分証明書・身分証明書

●対象となる届出（主なもの）対象となる届出（主なもの）

　・住民異動届　・住民異動届
　 （転入・転居・転出など）（転入・転居・転出など）

　・戸籍の届出　・戸籍の届出
　 （婚姻・離婚・養子縁組など）（婚姻・離婚・養子縁組など）

●対象となる証明書（主なもの）

　・住民票の写し ・戸籍謄本

　・戸籍の附票 ・身分証明書

●対象となる届出（主なもの）

　・住民異動届
　 （転入・転居・転出など）

　・戸籍の届出
　 （婚姻・離婚・養子縁組など）

　住民基本台帳法、戸籍法の一部が改正され、　住民基本台帳法、戸籍法の一部が改正され、

5月1日から、住民票の写しや戸籍関係の証明書の日から、住民票の写しや戸籍関係の証明書の

交付請求および各種届出の際、窓口にて請求（届出）交付請求および各種届出の際、窓口にて請求（届出）

者本人であることが確認できる書類の提示が者本人であることが確認できる書類の提示が

必要となります。必要となります。

　みなさんの大切な個人情報を不正行為から　みなさんの大切な個人情報を不正行為から

守るためのものです。お手数ですが、ご理解とご協力守るためのものです。お手数ですが、ご理解とご協力

をお願いいたします。をお願いいたします。

　なお、詳細は広報誌５月号にてお知らせいたします。　なお、詳細は広報誌５月号にてお知らせいたします。

　住民基本台帳法、戸籍法の一部が改正され、

5月1日から、住民票の写しや戸籍関係の証明書の

交付請求および各種届出の際、窓口にて請求（届出）

者本人であることが確認できる書類の提示が

必要となります。

　みなさんの大切な個人情報を不正行為から

守るためのものです。お手数ですが、ご理解とご協力

をお願いいたします。

　なお、詳細は広報誌５月号にてお知らせいたします。




